
富Lll 大学数青学野研究窟集 No. 2 : 5 9
-

7 7 (1 9 9 9 )

阪神大震災と 学校(4)

小学校 に お け る ｢総合的な 学習の 時間｣ で 行う減災教育

梅田 好子
*
･ 相馬 恒雄 ･ 和睦圭太郎

T h e G r e a t H a n s h i n E a rt h q u a k e a n d S c h o ol (4)

T h e E d u c a ti o n o f R e d u c l n g D i s a st e r i n

"

p e ri o d f o r l n t e g r a t e d S t u d y
"

o f E l e m e n t a r y S ch o ol

u M E D A Y o s h ik o , S O H M A T s u n e o a n d K U N U G IZ A K e it a r o

e- m a il : k u n u g i z a @ e d u . t o y a m a - u , a c .j p

辛 - ワ
ー ド : 地震, 減災, 環嵐 小学挽 総合的な学習の時間

K ey w o r d s : e a r th q u a k e ,
r e d u ci n g d i s a s t e r , e n v i r o n m e n t ･ e l e m e

n t a r y s c h o o l , P e ri o d f o r I n t e g r a t e d S t u
d y

1 はじめ に

ト1 減災教育とは何か

減災教育とは, 教育の力 によ っ て子供に災害の しくみを理

解させ , 大人に な っ て
一 人 一 人の生活や職務を通じて住み良

い街や社会を つ くり ,
そ れが結果として災害を減ずること を

目的とする教育で ある (耶座
･ 相見 1.99 6 ; 相馬

･ 耶座 ,

1 9 9 6) ｡
一 人 一 人が社会人の教養あ る い は知恵と し て , い

か に して災害か ら身を守り被害を小さくす るかと いう ことを

学ん だりt 自分 の生活を見 つ めて , 自然と共に生きて い くた

め の考え方を日頃から身に つ けて おく の で あ る ｡ こ の ような

考えは, 防災とは異な る ｡ 確か に防災の ための工学的なアプ

ロ
ー チ や , 災害時に備えた行政の シ ス テ ム や マ ニ ュ ア ル の 整

備も必要で ある｡ しか し災害は様々な形でお こり, 個人に も

様々 な形で ふ りかか るの で . 万全とは言えない ｡ 減災教育の

効果は, それ とわかる形にならな いか もしれな い ｡ 住 み良 い

街が で き, 充実した市民生活が営まれて い る こ とが, ゴ
ー ル

な の で ある｡

1 - 2 減災教育を ｢総合的な学習の 時間｣ に行う

本論文の 目的は, 減災教育が, 義務教育, 特 に200 2 年か ら

新設され る ｢ 総合的な学習の時間｣ の テ
ー

マ と して適して い

る こ とを示すこと にある ｡ 義務教育は, 人が社会の 中で人ら

しく生き て い く た めに 必要な教育を行うもの で あり ,
｢ 生 き

る力｣ あ る い は ｢ 生き残る力｣ を つ け る こ と を目標とす る｡

個人 の自己実現を念頭にお い た減災教育の考えは義務教育の

理念に通 じるだ ろう ｡ 6 才 から1 5 才 ま で の 9 年間は, 体 や

知能の発達だけ でなく, 社会的, 情緒的な発達の面で も大切

な時期で あり, こ の時期に受けた教育が子供の人格形成に 良

くも悪く も影響する ｡ 従 っ て , 減災教育は義務教育の期間中

に なん らか の形 で行われ て しか る べ き で ある ｡ しか し, こ れ

まで の学習指導要領や教科書の中に は, 減災教育の視点に立 っ

た記述は見られな い ｡ わずか に小学校の教員が , 全教科担任

制である ことを生かし て , 適切な単元を結び っ け て行う しか

なか っ た の で あ る ｡

しか しながら, 2 0 0 2 年 か ら教育課程審議会の 答申を受け

て ｢総合的な学習の時間｣ が小学校 3 年から高等学校まで行

われ る よ う に なり (文部省, 1 9 9 8 a ) ,
こ の 時間を有効に使

う こと で減災教育を行え る可能性が出て きた｡ そ こ で は ｢ 生

きる力｣ がキ ー

ワ
ー ドに な っ て い る ｡ ｢ 総合的な学習の 時

間｣ は, 自 ら学び自ら考える力な どの ｢ 生 き る力｣ は全人

的な力で ある ことを踏まえ , 国際化や情報化をはじめ社会の

変化に主体的に対応できる資質や能力を育成するため に もう

けられた (文部省, 1 9 9 8 a ) ｡ こ の ような考えは, 減災教育

のめざすも の と調和的で あり, 減災教育を ｢ 総合的な学習の

時間｣ の テ ー マ と して とりあげる こと で義務教育 特に小学

校に取り入れる ことが出来ると考えた｡

減災教育の在り方に つ い て は, 教員をめざす教育学部学生

を対象とした も の に つ い て は論 じて きたが ( 刑座 はか ,

1 9 9 9) , そ の ま ま小学生に 適用する こ とは出来ない ｡ ま た

｢ 総合的な学習の時間｣ とし て の取り扱い に つ い て実証的な

デ
ー タ を必要として い た ｡

1 -3 本論文 の構成

本論文は, まず小学校における減災教育の可能性を論じる

ために行 っ た 3 つ の調査や実践結果に つ い て報告する｡ そ れ

らは
t 第 2 章 : 減災教育の視点から現行の学校教育の成果を

検討するため に行 っ た ｢ 大学生と/j 嘩生 の地球観の比較調査｣ ,
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第 3 章 : ｢ 4 年
一

貫教育か らみた減災教育｣ と して , 減災

教育の 内容を, 小学生が こな せ る かどうか の解析の対象とし

た 3 年生から 6 年生ま で持ち上がり で行われた地球や減災に

かかわる実践, 第4 章 : 総合的な学習の時間を想定して小学

校 5 年生に半年間行 っ た減災教育の実践 ｢ 小学校5 年生に お

ける減災教育の実際｣ ,
で ある ｡

そ れ ら に基 づき, 第 5 章 : 減災教育の メ リ ッ ト と総合的な

学習の テ ー マ と し て の可能性を論じた ｢ 総合的な学習とし て

の減災教育の効果｣ , 第 6 章 : こ れま で の発達段階に応じた

学習観との関係を論じた ｢ 減災教育の学習観｣ , 第 7 章 :

減災教育で の教員の意識や役割を論じた ｢ 減災教育におけ る

支援の在り方｣ , 第 8 章 : 小学校に おける減災教育の必要性

と在り方を論じた ｢ 小学校か ら始める減災教育｣ ,
に つ い

て論じる｡

2 大学生と小学生の地球観の 比較調査

2 -1 人 は 地球観を い つ 学ぶ のか

減災教育の めぎす ｢ 一 人 一 人の生活や仕事の集積が住み良

い安全な社会や街を つ く る｣ を実現す る に は, 地球や災害の

しくみ へ の関心や理解が必要で ある｡ しか し, 教員養成系大

学の学生を対象として調査で は, 現在の義務教育か ら高等学

校, 大学を通 じた教育シ ス テ ム で は そ の ような関心やヨ望解が

養われ て い る と は い えな い 現状が示され た ( 耶座 は か ,

1 9 9 9) ｡ 減災教育をどの段階からど のよう に開始する の が よ

いかを検討するために , 大学生の地球に つ い て の認識が学校

教育の どの段階で獲得したものかを探る こと に した ｡ そ こ で

富山大学教育学部 2 年生と , 概念的な取り扱いを始める頃で

ある小学校 5 年生を対象と して , 地球に つ い て の認識の比較

調査を行 っ た｡

2 - 2 教員養成系大学生の 地球観

調査は , 平成9 年度 に行 い , 対象と な っ た大学生は, 相

馬が担当する富山大学教育学部幼稚園課程の ｢ 保育内容 : 環

境と のかかわり｣ の受講者40 名 で あ る ｡ 昭和5 4 年度 の学習

指導要領に基づ い て小学校教育を受け, 平成元年度の学習指

導要領で中学校教育を受けて いる ｡ 幼稚園課程の入試科目は

小学校課程とはぼ同じな の で , 教員をめぎす大学生を代表す

ると考え て よい ｡ 地球に つ い て の 理解度 は , 受講後, 課題

として 出され た ｢ 地球 に つ い て知 っ て い る こ と｣ に つ い て の

レ ポ
ー

ト の 内容を, (1) 下条 ( 19 9 7) に よ る方法 ( 衷 1 ) ,

お よ び(2) 論理構成の成熟度という視点から分析した｡

大学生4 0 名 の レ ポ
ー

ト の特徴 は, 知 っ て い る こ とを箇条書

きにしたも のが多い こと である｡ 地球の特徴を , 知識ある い

項 目 人数 分類 項 目 人 数 分類
生 物 が生存す垂 2 0 A 大 地 ､ 土が あ る 2 A

1 日1 回 回転 し て い る 1 8 A 火 山活動 2 A

太 陽 の 周 り を公 転 して い る 1 6 A 引力 2 A

空気 ､ 大気 が ある 1 6 A マ ン トル 対流 2 C

水 が あ る 15 A 星座 が 回 つ て 見 える 2 A

海 と 陸 は7 : 3 15 A 海 か ら生命 が生 まれ た 2 A

太 陽系 の第3 惑星 15 A 氷 河期､ 間氷_期が あ る 2 A

人 が 環境 を破壊 して い る 13 C 赤 道 が あ る 2 A

オ ゾ
ー

ン 層破 壊､ オ ゾ ン ホ
ー ル 8 A 潮 の 干 満 1 B

色 (青 い 空 ､ 白 い 雲 ､ 茶色 の 土) 7 A 汲 は 自転 に 関係 ある 1 B

4 6 億 年前 に 誕生 7 a 気 候 は 降雨量 と気 温で 決 ま る 1 ち

プ レ ー ト ､ プ レ ー トの移 動 7 B 気 候 に よ り生存す る 生物 が異 なる 1 A

四 季 ､ い ろ い ろ な気候 が ある 7 A 気 温 は1自で2 時 頃が高 い D C

重 力 が 働 い て い る 7 A 地 球 と人 間は共存 して い る D A

環 境 が汚染 ､ 破壊 され て い る 6 A 異 常気象 ロ A

地 球 は 磁石 ､ 磁力 が は た らく 6 A 半径6 4 00 k m 1 A

月 を衛 星 に も つ 6 A 公 転軌道 は楕 円形 1 A

オゾ ン層 は 紫外線 を防 ぐ 5 A 自然災害 が あ る 1 A

地 球 は 丸 い 5 A 地 球 は か けが えの な い 星

空 気 は 窒素 が多 い
1 C

地 球 の 構造 (地殻 ､ マ ン トル ､ 核) 5 ら 1 A

大 陸が あ る 5 A 国 が ある ､ 戦 争 が 絶 えな い 1 A

大 陸移 動説 5 a 地 震帯 や火 山帯が ある - 1 A

大 気 圏が ある 5 A 宗教が あ る 1

地 震 が 起き る 4 A 言 語 が あ る 1

プ レ
ー

トテク ト ニ ク ス 4 B 海 や 山があ_
る D A

酸 素が あ る 3 A 月 が見 え る 1 A

水 や 川 が ある 3 A 竜巻 が あ る 1 A

資源が あ る 3 A 円周4 万k 皿 1 A

地 球 は楕 円形 3 A 金 星と火 星 の 間 に ある 1 A

地 軸 が傾 い て い る 3 A 時差 が あ る 1 A

生命 誕 生 の歴 史､ 地球 の 歴 史 3 A 自然 界 の サ イ ク ル (生命) 1 B

地 球 は 生命体 ､ 生 きて い る 3 A 地 球儀 に 縮小 さ れ て い る 1

砂漠化 3 A 香港 が 返還 さ れ た 1

昼 と夜 が ある 3 A

地 球 に対 す る人 間の 責任 3 D

い ろ い ろ な人種 が い る 3

表1 ｢ 環境と のかかわり｣ 受講後の教員養成系大学生の地球に つ い ての 認識

レ ポ ー

ト課題 ｢地球に つ い て知 っ て い る こ と｣ の内容をまとめた｡ 分類は下条 (199 7) の科学 力リキ ュ ラ ム 群 ;

A ｢ 自然の有り様｣ , B ｢ 自然 の仕組み｣ , C ｢ 自然と人間の かかわり｣ , D ｢ 科学 の価値付け｣ に従 っ た ｡
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は キ ー

ワ
ー ド と して表現して い る｡ 1 つ の こ とに つ い て詳し

く書かれ て い るもの は少な い ｡ レ ポ
ー ト に は

, 自然災害に つ

い て記述したも のがあるが , 単 に災害があ ると いう こと に と

どま っ て お り , 災害が起きる仕組みや, 人 との かかわり に つ

い て は善かれ て い な い ｡

こ れ ら の レ ポ
ー

ト は
, 下条 ( 1 9 9 7) の 科学 力 リ キ ュ ラ ム

群 に従うと A ｢ 自然の有り様｣ に分類され るも の が多い o

B ｢ 自然 の 仕組み｣ , C ｢ 自然と人間甲かか わり｣ や D

｢ 科学の価値付け｣ で とらえ て い る学生 は少な い ｡ す なわち,

理科あ る い は社会科という教科の枠の中で キ
ー ワ ー ドと し て

とらえて い る｡

ま た論理構成の成熟という視点から 3 つ に分類す ると, (1)

無作為抽出型 : 10 人, (2) 全体観欠如型 : 25 人, (3) ス ト
ー

リ ー 型 : 5 人, に分けられ る｡ 無作為抽出型とは , 思 い つ

く まま書かれ たもの で あり, ｢ 地球に は空気や水が ある｣ ,

｢ 環境が破壊され て い る｣ な どとし て い るも の で あるo 書か

れ て い る順序や内容に意味はなく, キ
ー

ワ
ー

ド羅列型とも い

える｡ 次の全体観欠如型は, 地球をとらえようとして い るが,

辛 - ワ
ー

ドを もと に した理解であ るため, 言葉 の説明が中心

にな っ て い る｡ 大陸移動説とはどん な考え で誰が唱えたとか,

食物連鎖はどの よう に行われ て い る かなど辞書的な説明が多

い ｡ ま た人間との つ ながり に気づ い て はい るが, 具体的なイ

メ
ー ジ は つ か め て い な い ｡ ｢ 人間 に よ る環境破壊｣ , ｢ 無

計画な開発による環境汚染｣ な ど下僚の分類の B
･ C に か か

わ る内容を記述し て い て も, ｢ 地球を守る｣ ,
｢ 住 み よ い

地球にする｣ ｢ 生きて い る地球を大切に｣ な どの 標語的表

現を使 っ て ま とめ て い る｡ 最後 の ス ト
ー リ ー 型 は, 時間の流

れと空間的な広がり の中で地球の全体観をとらえ, 自分なり

の地球観をも っ た自己実現 タイ プと言え る ｡ レ ポ
ー

ト の特徴

は
,
キ ー ワ ー ドが互 い に関係づけられ て い る こ とで ある｡ 単

語 の羅列に終わらず, 1 つ の ス ト
ー リ ー

の 中 に位置づ けられ

て い る ｡ 下僚 の A , B , C , D の要素を含ん で い るo

2 - 3 小学校 5 年生の 地球観

表 2 は, 梅 田が減災教育を試みた小学校 5 年生を対象に

(第 4 章を参照) , 減災教育を開始する前 に行 っ た ア ン ケ
ー

ト の う ち, ｢ 地球に つ い て｣ の答え で あ る ｡ 図 1 は , 同 じ

ア ン ケ
ー

ト で 地球 の構造を図示させ ,
そ れ らの うち理解度が

優れて いるもの の例で ある｡

表1 と表2 の比較か ら, 大学生と小学生の地球に つ い て の

認識に有為な差はな いと考え られる｡ 小学生の表現が稚拙で

あり, 全員が大学に進学しな い こ とや, ア ン ケ
ー トが減災教

児童 あなたは地球に つ い てどん なこ とを知 つ て い ます か

D 人や動物が い る ､ 丸 い

2

3

4 青 い

5 丸 い ､ 回つ て い る

6

木が倒され たり､ ぜ つ め つ 寸前の 動物がい た り ､ 排気 ガ スが ありか

んき ようが悪 い

7 す ごく たくさ ん の人が い る ､ 地球に は悪 い 人が い る

8 生物が たくさ ん い る ､ 陸 より海の 方が多い

9 丸くて 回る

10 たくさ ん人が住 んで い ると ころ

ED 大き い ､ 人が多い

12 自然が はか い され て しま つ て い る ､ ほ とん どが海 だ

13

丸} ー ( 本 当は完全 に丸く ない ら しい) ､ 気圧 (空気) カ予あ る ､ 46 億

才だ､ 青 い ( み どり) ､
で か い

､ うちゆうに ある､ 太 陽系の わく星

だ
､
マ グマ が ある ､ 重力 (引力) がある ､ 5 6 億人住ん で い る (55 億

かも) ､ 暑 い さ ばくと寒 い 南鹿 北極がある

14 だくさ んで い つ ぱい あります

15 ゴミ が 増 えて い る ､ たくさん の 人が住 ん で い る

16 丸 い , 動物や 人が い る ､ た くさん の 人が住 ん で い る

17 水がよ ごれて しま つ て い る ､ ゴミ があちこ ちにちら ぱ つ て い る

18

うち ゆうの 中 にある ､ 日本 が朝だとむこうは夜 に なつ て い る ､ 回転

す る

19

形は丸い ､ い ろ い ろ な国がある､ と つ ても広 い ､ 地球の 中で日本の

裏側 がほ かの 国で ､ も しE] 本 が朝だ つ たら ほかの 国は夜で す

2 0

2 1 人が住 ん で い る ､ 丸 い ､ 青 い ､ さん素が ある ､ 引力がある

2 2 丸 い ､ たくさん 人が住んで い る

23

ゴミ がふ えて い る ､ 二 酸化炭 素が増 えて い る ､ 森や水 があ る ､ 自然

がは か い され て い る
､ 丸 い

24 地球は 青くて きれ い だと思う､ 地球 に は長 い 白い 色もま じつ て い る

25 日本や い ろ んな国の まわり に海がある ､ 丸 い 形 をして い る

2 6

ゴミ がふ えて い る ､ たくさんの 人が住ん で い る ､ 食べ物が ある ､ 丸
い
､ 回る

2 7 とて も広 い ､ きれ い ､ 丸 い ､ 青緑の色

2 8 丸 い ､ 青 い

2 9

海が地球の3分 の2 ぐら い あ る ､ 引力が ある ､ 酸 素 (空気) がある ､

島が たくさ ん ある

3 0

車の はい 気ガス などで地球があ たたかくな つ て きて い る ､ 地球の お

んだんか現象とい う､ 地球は回つ て い る

3 1 丸 い ､ 回る

3 2 人間 が い る , 家が ある ､ ご は んが ある

3 3 たくさ ん生き物が い る ､ 丸い ､ 大き い

3 4 広 い ､ 大き い ､ 丸 い

蓑2 滅災教育前に行 っ た小学校5 年生の ｢ 地球 に つ い て｣

の ア ンケ ー ト結果

隆
?
レ

ー

上

マ叫
i

T,
I
:

図1 小学生 5 年生の描い た地球の構造の優秀例

-
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育の学習前であ っ た の に対し, 大学生が講義受講後で あ っ た

こ とを考慮すると, そ の差はも っ と小さ い ｡ ま た図1.
に示し

た小学生の地球の構造の図で は, 2 例が地球の中心を マ グ マ

として い る が
,
か つ て耶座 ･ 相馬 (19 9 2) が行 っ た調査で も ,

教員養成系大学生の半数は地殻, マ ン ト ル , コ ア と い う構造

を知 っ て い た が, 3 割程度が小学生と同じく中心は マ グマ と

し て い る . こ れ ら の こ と ば , 大学生 の認識が , ど の段階で

修得され た に せ よ , 小学生と大きく変わ らな い こ とを示し て

い る｡ 言 い換えると , 図 1 に 示 し た小学生も , 現状 で は小

学生と して は よく理解して い る が, 今後適切な教育がなけれ

ば こ の まま地球の中心 は マ グマ で あ る と い う誤 っ た 認識を持

ち続け ると予想され る ｡

2 - 4 大人 に な っ ても尾をひく小学校教育

今回の結果は, 小学校, 中学校, 高等学校と
一 連 の教育

を受けて成人した大学生が, 小学生と大きく変わらな い地球

観をも っ て い る こ とを明らか に した ｡

地球の 中心は マ グマ と い う誤認識が示す よう に , 義務教育

期間中に獲得した認識が そ の まま修正 される ことなく継続す

る ｡ 教員養成系大学生で も ス ト ー リ ー 型 が 1 割強しか いな い

こ とも含め て , 義務教育や高等教育の成果は小さ いと言わざ

るを得な い o 中学校〕理科の最後の単元は ｢ 地球と人間｣ で

あり, 中学校理科の仕上 げとされて い る が ( 文部省, 1 9 8 9) ,

今回 の 比較検討か ら判断して , 義務教育がそ の役割を果たし

て い な い と言え る ｡

3 4 年
一

貫教育か らみた滅災教育

3 -1 子供 に減災教育をこなす能力はな い の か

小学生と大学生の地球の認識の比較調査は , 別の 見方とし

て , 地球の構造を教わ っ て い な い小学校 5 年生でも, 様々 な

機会に地球観をある程度身に つ けて い る こ とを示し て い る｡

こ の こ と は , 実社会に対応 した本物の情報で も, 適切な指導

があれば小学生で も こなせる ことを示唆する｡ こ れ は, 子供

の発達段階に合わ せ て 内容が段階的に区切られると いう現行

の学習指導要領の学習観と大きく異なる｡ 例えば, 植物を育

て る時, 子供た ち は , 成長過程に も植物の しくみ にも養分に

も目を向ける｡ 減災教育の視点で は , そ れ ら は生き物を育て

るため に
, 同時に勉強し て い く の が当然と考える｡ しか し,

実際は, それ らは, 学習指導要領で は違う学年の学習内容と

し て配分され て い る｡ 理由 は , 小学生に多く の情報を含むあ

り の ままの 自然を
一

度 に多く の視点から追究させる ことは,

時間的に も方法的にも困難だと いう学習観にあると考えられ

る ｡ しか し, 本当に こ の ような学習観は 正 し い の か ｡ ま た

小学生は本物の情報を扱えな い の か｡

この 間題を検討するため, 梅 田が小学校 3 年生から 6 年生

ま で持ち上が っ た学級で の地球科学や減災に関する学習記録

に つ い て報告す る｡ 平成 4 年度から平成 8 年度まで の 4 年間,

梅田 は 3 年生か ら6 年生ま で を続け て担任す る ことができ た｡

4 年生から 5 年生 に なる時に ク ラ ス の編成替えがあ っ たが,

半数 の子供は 4 年間担任する こと に な っ た o
一

人 の教員が長

く担任す る こと は , 子供 に よ い こ とばかり で はな いが, 子供

の成長の過程を理解して教育活動が行えると いうよさがある｡

こ こ で は 4 年間, 単元の連携を図る こと で , 子供の学習意欲

や災害に つ い て の本物の情報の処理能力の高まりがあ っ た こ

とを報告する｡

312 4 年
丁 貫教育の対象

実践を行 っ た の は , 富山市立柳町小学校であり, 市街地に

あ る各学年 2 ク ラ ス ず つ で構成された児童数約3 5 0 人の 学校

であ る｡ 子供たちの家庭は経済的に恵まれ, 教育 に は熱心な

家庭が多く, 学校や担任に は協力的であ る ｡ ま た父兄の中に

は
, 以前から こ の地域に住ん で い る人が多い ため , 地域 へ の

愛着心も強い と思 われる｡

子供たちは, 明るく素直で , 男女を問わず仲間と
一

緒 に集

団にな っ て遊 ぶ こ とを好んだ ｡ た だ , 指示を受 けたり , 誰

か友達と
一

緒で なければ安心して行動で きな い面があ る子供

が多か っ た ｡ そ こで , 教科の学習だけ で なく全教育活動を通

して主体性や判断力を育て る こ とが課題 であ ると感じた｡

4 年 - 景教育, お よ び 1 , 2 年生と将来受ける であろう中

学校 3 年生で の減災教育に関連する学習内容を表 3 に示した｡

子供たちはt 生活科を移行期に経験して い るが , 1 , 2 年

生の とき に は土や石を主体にした学習の経験ははとん どなく,

川原 へ も出かけて い な い ｡ 地域 には田や畑がはとん どなく,

自然の まま の土地を見られな い住宅街で あ る ｡ 土と ふ れあう

機会は非常に少ない と思われ る｡ 3 年生の段階で . 泥遊びや

砂遊びをした ことがあると いう子供はわずか で あ っ た｡

3-3 4 年間 の地球に関する学習内容

減災教育の視点から, 表3 に 示した単元の実践上留意した

ことを以下に まとめる｡

(1) 教材, 単元 の 統 一

, 教科 の関連を図る

4 年間同じ子供を担任する前から, 梅 田 は子供の自己実現

が
, 教科中心 , 単元中心に寓られて い る こ とを感じて い た｡

この よ うな問題点を解決するため, 特 に社会科と国語科の 関

連 を図 っ た｡ 例えば, 5 年生 の国語 科光村図書の ｢ 大陸 は

動く｣ は, 読 み と りが課題 で あ る が , 内容は地球科学で あ

り, 地震の原因などに つ い て も簡単に触れた｡ 相馬や耶座の

富山大学教育学部学生に対する調査で も, プ レ ー

ト テ ク ト ニ

ク ス を知 っ た り興味をも っ た り したき っ か け は, 高校ま で の

理科の授業で はなく, 5 年生 の国語の授業で あ っ た り, 先生

の雑談であ っ たりして い る｡

(2) 自然現象 ( 災害) を教材に生かす

4 年間 に , 雲仙普賢岳の噴火や台風によ る被害, 北海道南

西沖地震t 阪神大震災があ っ たの で , これ らを学習に取り入

れる こと にした｡ 地域 の自然災害を教材に生かすと いう点 で

は
,
4 年生 の時の台風の大雨による黒部川の土石流, 6 年生

で は
t 安政 の大地震という歴史的事実を基に考えを深めて い っ
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阪神大震災と学櫛4) 小学校 に おける ｢総 合的 な学習 の時間｣ で 行う減異教育

理科 一 生法科 社会 . 生活 科 国語 . 道徳

L 二牢 ･ い きも の と な か よ し . が つ こ うた ん けん
2 年 ー

や さ い をうえ よう . 校 区 たん けん

3 年

･ 空気 と水 ･ 安全 の た め の しせ つ
･ ち い ちや ん の か げおくり･ 土 と石 学校 . 枚 区

H 4 * 北 海道南西沖地震 ･

わ た しの と や ま ( 富 山市) * T さ ん発病 (8 月)
* 雲仙 普賢岳噴火 地形 ､ 気 候 , 神 通 川流路変更

4 年
H 5

･ 流 れ る水 の は たらき
･ 水 の す が たとゆく え
･ も の の あ た た まり方と体積
* 台 風 に よ る大雨

･ 郷 土のす が た

地形 ､ 気候 ( 富 山県)
* T さ ん死 亡 (8 月)

椎 名道 三 の 偉業 ･ キ ヨ ウ リ ユ ウ をさぐる
･ 安全 なくらしを守る

消防署 ､ 警察署.

･ 雪 国 は今

∫卒
H 6

･ 水 と わたしたち

上 下 水道 ､ 治 水事業
･ わ た した ち の 生活と情報
* 阪神大震災に つ い て
* 神 戸市A さ ん受け入 れ

･

大陸 は動く

6 年
･ 大 地 の つ く り
* 宇奈月の大雨､
各地 の 土石涜､ 土砂災害

･ わ た した ちの 生活と~国土
･ 世界の 中の 日本 一 地震が起き て津波 が来 るとわか つ
* B F C 活 動 た とき

､ 友達 に知ら せ に布くか､ 安
H 7 防災教室 ､ 消 防教室 全な高台に避難する か

防災新聞､ ポ ス タ ー へ の応募

(事前に取材 した)

原典 小泉 八雲 ｢ 種むらの火｣

中学皮3 年

予定

･

ゆ れ動く大地
･ 火 をふ く大地

表3 小学校 3 年生から 6 年生まで の持ち上がり による4 年
一 貫敦育を受けた子供たち の小学校1 年生から中学校

3 年生までの 地球および災害に関する学習内容

た｡ 自然の あり の まま の姿を知る こと, 自然の 当然の振る舞

いが人間から見ると災害となりうる ことから, 災害 の メ カ ニ

ズ ム を解明するこ と で人間ある い は自分自身の自然におけ る

位置, 自然の力 の偉大さを認識するの に役立っ と考えた｡

(3) 遺徳教育と つ なげる

4 年生 の時に , ク ラ ス の T さん が白血病でなくな っ た｡ ま

た 5 年生 の阪神大震災の直後, 神戸からA さん が妹と
一

時転

入 してき て地震の被災者の実情を目の当たり に した こ とは,

身近な友達の様子から, 命の大切さや自然の力の大きさ, 人

間 の無力さなどを子供なり に感じ取る経験となり, 道徳教育

に も つ なげる ことが で きた ｡ こ れ は, 教員と子供, 子供同

志の信頼関係だけ で なく , 保護者との連携や信頼関係があ っ

た か ら成り立 っ た も の で あ る ｡ 教科の学習が基礎とな っ て ,

子供なり に事実を客観的にとらえ , 自分 の こ とと つ なげて 考

え る こ とが できたと思 う｡

3 -4 6 年生 に つ なが る 3 , 4 , 5 年生で の活動

3 年 ｢ 土と水をしら べ よう｣ : グ ラ ン ドに 出て砂場や土の

山で , 自由に十分な時間をかけて遊 ぶ こ と に よ っ て , 土や石

の粒の特徴や水の通 しやすさなど の性質を学びと っ た ｡

4 年 ｢ 流れる水の はたらき｣ ｢ 水 のすがたとゆく え｣ :

水 の豊富な富山に住ん で い るため に , そ の大切さを意識する

ことなく過ごして い る｡ 社会科や国語科の学習でも, 水 に つ

い て学習する単元がある｡ こ れ らを知識と してばらばらに身

に付け る の で なく 日常生活で の先行経験を思 い起 こさせ て課

題意識を継続させ た い と考えた｡ 導入 に は, 夏休み に起きた

大雨や洪水を教材化した (梅田, 1 9 9 3) 0

5 年 ｢ 気温と天気の 変化｣ ｢ 阪神大震災｣ : 気象衛星ひ

まわり の映像を用いなが ら, 大気 の様子や大気中の水に つ い

て学習を進めた｡ 3 学期 ( 1 月1 7 日) に阪神大震災が起 き

た｡ こ の災害をき っ か けに , 社会科 で . 情報 ･ 通信 の 学習

をする こと に した｡ 当 日 の朝 の会から話題に し て , 新聞や テ

レ ビ
,
ラ ジオ な どから情報を得ながら自分で調 べ た い こ と の

テ
ー マ を決めて学習した ｡

3 - 5 減災教育を考慮した 6 年 ｢ 土地 の つくり｣ の展開案

こ の学習の目的やおもしろさ はt 時間的に も空間的に も大

きな ス ケ ー ル で , 誰も見た こと の な い地球の過去や未来を推

論して いく こと である｡ 子供たちが大地の つ くり に興味を持

つ よ う に , 1 8 5 8 年 ( 安政 5 年) に富山で起 こ っ た 大地震を

教材に した｡ そ の き っ か けとして , 4 年生 で の学習と関連さ

せ て , 子供たちの住ん で い る校区に湧水が出ることか ら導入

した (梅田 ,
1 99 5) o

1 : 富山に も阪神大震災の ような大きな地震があ っ た

安政の大地震 (1 8 5 8 年) に つ い て , 資料をもと に調 べ

る ｡ 地震をき っ か け に出た湧水や , 市内のあち こち に残 っ

て い る何百ト ン もの 巨石が地震に よる土石流で下流まで流

されたもの で ある こと に気づき , 実際 に見に行く ｡

2 : 私 た ちの住ん で い る地面の下はどう な っ て い るの か

3
,
4 年 で の学習や湧水の こと に加え て , 地形図や地質

図な どの資料をもと に富山市の地下の様子を調 べ る｡ 合わ

せ て土を流したり. か き交ぜ て沈殿させる実験を行う ｡

-
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3 : 地震が起きるわけや地球の仕組みに つ い て予想し調 べ る

地震の被害や地震はどうして起 こる のか , そ の こ とから

地球の全休像やプ レ
ー

ト テ ク ト ニ ク ス に つ い て も調 べ , 図

に表したり粘土などで模型を作 っ たりし て発表する｡ 富山

市が大地震の被害に遭う可能性に つ い て , 新聞の切り抜き

や富山市の防災計画な どを利用して調 べ る ｡ 富山市に は呉

羽山断層があり, 安政 の大地震と同じ規模の地震が起こる

可能性がある ことを知る｡ 富山市で はどの よ うな被害が起

こ るか, 具体的に想像させ , 他 の人や社会の ことを考える

場面に つ なげる ｡

3 - 6 6 年 ｢ 土地の つ くり｣ の 実践か ら

子供たち は, 実際に湧き水が出ると ころを見てきたり, 家

族 の話を聞い たり してきた｡ 湧き水が自分たち の身近な自然

で ある ことから, 子供たちはすぐに湧き水に関心を持ち, 積

極的に調 べ 始めた｡ こ の体験を通して , 水 はど こから来る の

だろう とか , 自分たちの住ん で い る地下の様子に疑問を持 っ

た子供が出て きた｡ 梅田 は こ れ らの疑問を ク ラ ス全員に投げ

かけ た ｡ 調 べ た こ とか ら湧き水の 由来に つ い て新たに生まれ

た疑問や予想は次のようなもの で あ っ た｡

･ 近く に雨水がたま っ て い て それが泉とな っ て出て きた｡

･ 地球 のず っ と奥 の方に池があ っ て , そ こ か ら噴水の よう に

出て い るの だろう｡

･ 川の水が染みだし て泉に集ま っ た｡

･ 海の水が土で漬過され て染み込みながら上が っ て きた｡

こ れ ら の予想が正しい かどうかを調 べ るため に , 子供たち

は土地の つ くり に 目を向け て い っ た｡ さ ら に校区の湧き水に

つ い て調 べ た子供たち は, そ の原因とな っ た安政の大地震に

つ い て 興味を持ち調 べ 始め た｡ そ して次の よ うな ことを知 っ

た｡

･ 地震は1 8 5 8 年 ( 安政 5 年) の跡津川断層の 活動 に よるも

の で ある｡

･ M 7 で 鳶山が崩壊し, 崩れ落ちた大量 の土砂が土石流とな っ

て 田畑を埋め , 人の命を奪 っ た そ うだ ｡ 水の 力 で4 0 0 ト ン

もある石が富山市まで流れ て きたらし い ｡

･ 富山市 の は とん どの お地蔵様はそ の時上流から流され てき

た ことを知りt 地蔵尊祭りなどに参加す る ｡

･ 常願寺川の川底が富山市の市街地よりも高くな っ た ｡ そ し

て穏やかだ っ た常願寺川が , その地震以来暴れ川 へ 姿を変

えた (年 1 回くら い氾濫) 0

子供たちは, 3 年生か ら 5 年生ま で の自然災害を教材とし

て生かした土や石, 水 の学習に おける認識を土台として , 6

年生 に な っ て得た情報を重ねて考えたため, 地震と いう大地

の動きの激しさ, 影響 の大きさ , 人間 の無力さ , 自然 に対

す る畏れを感じと っ て い っ た ｡

3 -7 抽象的思考をささえる実体験の連鎖反応

6 年間のす べ て の教科を通して みると ｢土地の つくり｣ の

学習は , 地球全体を対象とする時間的に も空間的に も ス ケ
ー

ル の 大きな学習で ある｡ また土地の つ くりを考えるため に は

抽象的な思考を必要とし, 時間と空間の認識を深める ことも

必要であ っ た｡

こ の よ うな スケ ー ル の 大きさと抽象性にもかかわらず, 千

供たちが興味を持 っ て学習で きたの はなぜだろう｡ 1 つ に は,

地 球科学に関する教材を, 各学年の つ ながりを図りながら実

践してきた こと に よ っ て , 大地に関する様々な興味や概念が

少しずっ形成され て い っ た ためと考えられ る｡ 安政の 大地震

に つ い て の 調査で 6 年生 の子供たちが得た情報は, こ れ ま で

の 理科 の学習の よう に , 自然との直接体験から得たもの で は

なく , 言葉や絵, 写真か ら の も の で あ る ｡ さ ら に子供たち

の時間的 ･ 空間的な認識はまだ十分な段階で はな い ｡ そ れ に

もかかわらず, どん な情報も自分の得た財産として大切にし,

自分の住ん で い る土地の地下, さ らに地球の内部の様子を推

王聖して い っ た｡

6 年生 で の抽象的な思考を支えた の は, 低学年で の実体験

との相互作用 で あろう｡ 3 年生 で土と石の それぞれ の性質を

知るとともに ,
そ れ らで 思 い きり遊 べ た楽しさや, 友達と共

に学ぶ ことの喜びを感じと っ た の で あろう ｡ 子供たち は目を

輝かせ , 土 の山から水を流し, 泥の流れを止めるダ ム を っ く っ

た ｡ そ の よ うな子供たちが 4 年生 に なり, 身近に起きた自然

災害をき っ か けとし て水と いうも の に目を向けさせ る こと に

無理 はなか っ た と言 っ て よい ｡ 土 や石と十分かかわ っ た子供

たち にと っ て , そ れ らはすで に身近な自然とな っ て い る｡ 6

年生 で扱う地震や土地の つ くりも, 土や石, 水 で できた地球

の動きで ある｡ 6 年生 でそ の動きや メ カ ニ ズ ム を考えるに は

抽象的な考え方が要求されるが, 子供たちはどろ ん こ に な っ

て土を こねた こと, 目 を こ らして見た泥水の流れ , 石をも動

かす水の力など学習中に得た 感覚と, 友達と考えた ことな ど

具体的な活動や学習から生 み出され た知識を土台として地球

に対するイ メ
ー ジを作 っ て い たも のと思われる｡

4 小学校 5 年生にお ける滅災教育の 実際

4 -1 ｢ 総合的な学習の 時間｣ を想定した滅災教育

梅田が, 富山市立柳町小学校 5 年 2 組梅田級の児童 (男子

1 6 名, 女子18 名, 計34 名) を対象に , 平成1 0 年 5 月 か ら 9

月 に かけて ｢ わ た したちと地震｣ と し て授業を行 っ た ｡ 実

際の授業は , 学級活動の 時間を中心に行 っ たが
, ゆ と りの 時

間や放課後の時間を使 っ た り, 国語 ｢ 大陸は動く｣ ｢
-

秒

が 一

年を こわす｣ や社会 ｢ わ たしたち の 生活と情報｣ , 道

徳, 図工 , 体育と の関連を図りながら行 っ た ｡ 学級活動と

して は 4 時間扱い であるが , 子供 た ちが活動した時間は, 約

2 0 時間である｡ 実践にあた っ て は, ｢ 総合的な学習の時

間｣ を想定し て , 一 人 一 人の考えや思 いを大切にするため に,

事前 に コ ン ピ ュ ー

タ
ー や地球, 地震に関して ア ン ケ ー トを取 っ

た｡ そ れ をもとに指導課程を組ん だり支援に役立て た｡

ま た避難訓練などの全校の活動も含めて 考え た ｡ 梅田 は柳

町小学校の防災係として , 毎月行われ る全校の避難訓練を,

い ろい ろな災害条件を設定したも のとし て , 子供たち にも対

応を考えさ せ た｡ さ ら に子供たち の取り組みの 成果を, 避難

-
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阪神大震災 と学校(4) 小学校 にお ける ｢ 総合的 な学習 の 時間｣ で行 う減災教育

訓練後の全校集会で発表さ せ る こと に よ っ て
, 対象とした子

供たちだけ でなく全校の子供たち にも効果が波及するようし

た ｡

こ れ と並行 して , 梅Ef= ま, 職員に対して減災教育の理念と

それ に基づく避難訓練や全校の 防災ミ ニ 集会の企画を説明す

る機会を得た ｡

4 -2 ｢ わ た したちと地異｣ の 全体計画と学習の流れ

減災教育 ｢ わた したちと地震｣ の全体計画の流れと学習の

流れを それぞれ図 2 と表 4 に示した ｡ 題材 の概要は以下の よ

うで ある｡

1 : 自然災害に つ い て関心をも つ ｡

( 話合 い の場 1 )

2 : 阪神大震災の V T R を見 て感想を話 し合い , 自分が調 べ

た い問題をもつ ｡

( 話合 い の場 2 )

3 : 各自の問題に つ い て . 本 で 調 べ たり人に聞いたりしなが

ら地震に つ い て の追究学習を進める｡

4 : 一 人 一 人が調 べ たり考えたり した ことを自分なり の方法

で発表し合う ｡ そ れを基に これま で の 自分の生き方を見

つ め直したり ,
こ れか らの生き方を考えて いく ｡ そ こ に

はt 安心して過ごすため の具体的な方法だけ でなく, 自

分 の命は自分で守ると い う意乱 さらに は街づくり の意

識をもた せるよう にする｡

( 話合い の場 3 )

( 発表 の場 1 : 学習参観)

5 : こ こ で の学習を他教科の学習に つ なげて い くようにする｡

( 発表 の場 2 : 防災ミ ニ 集会)

4 1 3 授業の留意点

(1) 話 し合い の場を設定する

図2 ｢総合的学習の時間｣ を想定した小学校 5 年生の減災教育 ｢わた したちと地震｣ の全体計画

- 65
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主な流れ 学校

4 月
防災計画､ 引き渡し名簿作成

避難訓練 (1) ( 整列)

∫月

災害 つ て何 ? 地震に つ い て知 つ て い る こ とを発表しよう

阪神大夏災V T R 視聴

V T R の 感想､ 調べ た い こ と発表
* 詩 ｢ ひ と つ しかな い命だから｣ 紹介

避難訓練 (2) ( 学習時火災)

6J]

調 べ 学習 (
一

人 ま たはグル ー プで)
* 国語 ｢大陸は動く｣
* 映画鑑賞の勧め ｢ 地球が動 い た日｣

発表､ 話 し合 い 避難訓練 (3) ( 休憩時火災)
(1) 地震がおきるわけ､ 震度､ 世界の 地震
(2) 地震に強 い建物の 条件､ その 時あなたは

(3) 人の心､ ボラ ン ティ ア
(4) 学習参観

水難応急手当講習会

7j]
避難訓練 (4) (地震震度3 ､ 民家火災)
婦人防火の集 い

8J] 防災ミ ニ 集会準備

夕月 防災ミ ニ 集会 避難訓練 (5) ( 地震震度7 ､ 渡り廊下甲壊､ 理科室火災)

蓑 4 ｢ 総合的学習の時間｣ を想定した小学校5 年生の滅災教育 ｢ わたしたちの地震｣ の学習の 流れ

授業実践で は ,
一

人学習の時間を十分確保す るととも に全

体で の話し合い の場を設定した ｡ 話 し合 い は, 問題を見 っ け

る段階と, 問題を解決する途中の段階, 自分の問題解決した

こ とを表現する段階で設定した｡ 問題を解決して い く過程は,

一

人
一

人が追究学習で行う ｡ し か し, 話合 い に よ っ て考え の

深まりと広が りが生まれ , 最終的に は子供た ちの ネ ッ ト ワ
ー

ク 作り によ っ て ね らい が達成されると考えた｡

( 2) 阪神大震災の V T R を視聴

大きな地震を体験した こと のな い子供たち に, 自分たちが

住む町と同じ様な 町 の被害の様子の映像を見 せ る こ と で , 也

震 に よ る被害の こわさや力の大きさを追体験させた｡ すなわ

ち, 子供たち に は実際の地震の被害を間接体験する こと で問

題を は っ き りもた せ る よ う に した ｡

こ の目的の た め に使用 したの は , 毎 日放送から市販され て

い る ｢ 阪神大震災｣ で あ る ｡ こ の V T R に は 解説 は なく , 街

の音がそ のまま入 っ て い る｡ 解説が入 っ て い る方が理解しや

す いかもしれな い が, 映像は本物で も, 解説を入れた途端に

そ の解釈の 仕方で映像を見て しまう の で は な い かと考え た ｡

もう1 つ の特徴は, 市 や区ごと に編集され て おり , 街全体

の様子ととも に 一 市民 の小さな動きもわかる こと で ある｡ 子

供たち に街づくりを意識させ るため に , あ ち こ ちの ト ピ ッ ク

映像でなく 一 つ の 地域をし っ かり見 て は し い と考えた ｡ ニ ュ ー

ス に 出て こ な い ような小さな場面にも, 大切な こと はあるし

子供たちに気 づ い て は し い こ とがある｡ ニ ュ ー ス 等の災害の

映像は , ど こ か他人事ととらえる傾向があり, 単 なる映像の

提供で は効果は少ない ｡ ま た教員にと っ て は, 富山市の柳町

地域に似た 町を捜した り, 被害の タ イ プ ごとの例を見 つ けや

す い ｡

子供たち に は, 神戸市長田区の映像を1 0 分間に限 っ て提示

した｡ 子供たち に自分の問題とし て地震
_
災害を考えさせ るた

め に
, 自分たちが住ん で い る富山市の柳町地域とよく似た地

域として選 んだ ｡ 街 づ くり意識を作る に は問題を自分の こと

として とらえ なければならな い ｡ 1 0 分間とした の は , 5 年

生 の子供たちがも つ情報を受け取る能力は限られ て い るため

で あ る｡

(3) 多様な表現方法や場を確保する

自分が学ん で得た ことを表現することを重視した｡ 表現す

る場で は , 時間を十分確保したり, 表現 の道具を自由に選ば

せ るなど, 子供たち に成就感を味わわ せ るよう にした｡ ま た

そ の表現をt 子供た ちの コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の手段とし, ネ ッ

ト ワ
ー

ク 作り に生 かす よう に した｡

(4) 学習参観で親子の連携を図る

学習参観に減災教育を行い , 保護者に対して も学び方や考

え方の啓蒙を行 っ た ｡ そ し て , 学校教育と家庭教育の連携の

重要性に対す る理解を得る よ う に した ｡

(5) 避難訓練時に全校発表の機会をもうける

地震を想定した避難訓練で子供たち の発表の場を設定し,

校内の子供たち に地震に つ い て関心 をもたせ るよう に した｡

4 - 4 実践の経過と評価

減災教育の実際の経過を表 5 に ま とめた ｡ 以下で は全体を

通 して の ポ イ ン トをまとめる｡

(1) 子供か問題意識をし っ か りもつ ために

まず
,
どん な問題を解決して いくかと いう ことを は っ きり

さ せ るため に, は じめ に ｢ 災害 , 天災と は何だ ろう ｡ ｣ と

い う こ とを投げか けた｡ こ れか ら考え て い く地震に関す る多

く の言葉に対して , 抵抗があ っ て は思考 の妨げとな る ｡ そ こ

で
, まず災害, 天災と いう言葉を投げかける こと に よ っ て問

題を持っ ため のき っ か けとした ｡

国語辞典で調 べ , 自然が起 こす災難と答えた子もい る｡ ま

た
, 災害に は地震や山崩れの よう に自然が起 こすもの と, 火
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阪神大震災と学校(4) 小学校 に お ける ｢ 縁台的 な学習 の 時間｣ で 行う減災教育

ク ラス の 中 で､ 阪神 大震災 の よう な大き な地震を体験 した 子供 は い な い ｡ これ まで 地震 に つ い て ほ とん ど意識 し た こ と が な い

とい う子供 た ち で あ っ た . そ こ で ､ 阪神大震災直後 の 長 田 区の 街の 様子を映した V T R を視聴し､ 間接体験 とな る よ うに した o

O 児の感 想から(I)

家 や道路が崩れ､ たく さん の 人 たちが なく な っ て ､ そ こ に は助か っ た 人た ちも い ますo 病院 も壊 れ て下 の 階 の 人が なくな っ た

の を知 る と悲 しくな っ て きました｡ 阪神大震災の 時､ 私は 1 年生で ､ 何も感 じず､ き ょとん として いました｡ い っ どこで何があ っ

た の か も分か りませ ん で し た｡ 赤い 火が 次 々 の り移り､ 茶色 い 煙が もくもく出て い て 私 は シ ョ ッ ク で した ｡ 人が55 0 0 人 も死 にま

した
｡ 私 は犬 と か の 動物が 好きだ か ら､ そ うい う ビ デ オ は私 に はち ょ っ とき つ い で す｡ 何 で そ うい う こ とが 起 こ っ た の だ ろ う｡

別 に起 こ し た い か ら起 こし たわ けじ ゃ な い の に と思 い ま した ｡

も しそ う い うこ とが私の 町 にき た らどうしよう と思 い ますo 私 の 町 に こ なくて よか っ た けど､ よ けい 悲 しく思 い ますo もし釆

た ら､ 家族 を見捨 てずみ ん なで 避難 し た い で す｡ ま た こ れ か ら勉強 し､ 地震が 来て も い い よ うに避難方法を考えて お きた い と思

い ます｡

こ れ か ら調 べ た い こ と

(1) 地 震が 起き た時の 避難方法 ( い っ どこ で地震 が起き るか わか らな い か らで す｡ )

(2) 地 震 の い ろ い ろ な 種頬 ( す ご い 地質か 弱 い 地震 か で ､
避難の 方法を調 べ た い ｡ )

(3) い ろ い ろ な事典 で地震 の こ とを 調 べ る (地震 に つ い て も っ とも っ と知り た い からです ｡ )

0 児 は 映像から､ 地 震 に よ る被害 の 大き さや悲惨 さを感 じ取 っ て い る｡ V T R を見せ る前に ､ 長 田 区 は古 い 建物 が多 い こ と ､

道 幅が 狭 い 所 が多く込 み入 っ て い る こ と な ど柳町校区に様子が似て い る こ とを話した｡ そ れ で ､ 0 児以外 にも自分 たちの 街が 同

じよ うな 被害を受けた時 の こ とを 考 えて ､ 避難方法 や大きな被害を引き起 こす原因 と な る地震 が起き るわ けに関JL ､ をも っ た 子供

が多 か っ た の だ と思う｡

o 児 は ､ 友達 と図書館で借り た資料をもと に ､ 震災 を受けた人々 の 気持 ち､ 実際 の 避難 に役立 つ 非常持ち出 し品 や地震か ら身

を守 る方法 に つ い て 調 べ て い っ た ｡ ま た ､ 地震 の 原因 を探 る中で 断層 に つ い て 興味を持ち､ S 児 と協 力 しな が らコ ン ピ ュ
ー

タで

表 した ｡

こ れまで に､ 0 児 は お絵か きやス タ ン プ機能を使 っ た こ とは あ っ た が ､
キ

ー

ボ
ー

ド に よ る文字入力 は初め て だ っ た o 学 習前 の

ア ン ケ
ー

トで は
､
コ ン ピ ュ ー

タを使 っ て 学習 して み た い こ とば 特 にな い と言 っ て い たo しかし､ V T R を見て 深く感 じ た こ と を

もとに して ､ 自分 の 調 べ た い 問題を は っ き りもつ こ とが で きた た め ､
コ ン ピ ュ

ー

タを使 っ て の 表現意欲に つ なげる こ とが で き た

の だと思われ る｡

0 児 の感 想か ら( 2)

わた し は地震 の学習をして ､ い ろ い ろ な こと が わか りました ｡ 本を見て ､ コ ン ピ ュ
ー タ に図を書 い た りす るの はすごく楽しか っ

た で す｡ コ ン ピ ュ ー

タに 字を入れ る の は少し難しか っ た け ど､ どこ に何 の 文字が ある の か は ､
や っ て い た ら自然 に覚えて い ま し

た ｡ だ か ら字もち ょ っ と早く打 つ こ とが でき た と思 い ます｡

言葉 の 意味 な どを 辞典 で 調 べ た り して ､
だ ん だ ん地震 の こ とが わ か っ て きて な る は ど と感心す る よ う に な っ て きま し たo 勉強

す るうち に い ろ い ろ な こ とが わ か ると い う こ とが わか っ て よか っ たで す｡ 今度 は台風とか竜巻 の こ とを調 べ た い で す｡

o 児 に と っ て ､ 自分 の 調 べ た こと を コ ン ビ ュ -

夕で 表現 し､ 発表 の 時 の 道具とする こ とは 初め て の 経験 で あ っ た . しか し､ で

きな か っ た こ とが で き る よ うに な っ た こ とが 自信 に な り､ わか らな か っ た こ と が わか る よ う にな っ た こ とで学 ぶ こ と の喜びを感

じて い る ｡ そ して ､ そ れが 次 へ の 学 習意欲に な っ て い ると思 わ れる ｡

阪神大震災 の V T R の 中 で多く の 建物 が倒壊 し､ 街 中が 火 の 海 に な っ て い る 様子を見た こ と､ 震災 で な くな っ た 人 の 9 割 は ､

崩れ て き た建物 の 下敷き に な っ た の が 原因で あ る こ と を聞き､ 建物 に つ い て調 べ た子 供た ちが い る ｡ 地震 で は二 次災害 であ る火

災 に関心をも っ た子供 た ちと ､ 地震 が起きても壊れ な い 強 い家を作りた い と考え た 子供 たちで ある ｡

M 児 は ､ 友 達 5 人 と と もに地震 に強 い 建物 の 条件を考 え る こ とに した o もし自分 たち の 住ん で い る街 に 阪神大震災 の よ うな大

き な地震 が来ても､ 地震 に 強い 建物 の 条件を知 っ て い て ､ そ の 条件に 合うような家を建て て い れば､ 安心 して 暮らせ るだ ろ う と

考 え た から で ある｡ M 児 た ち は学校だ けで は時間 が足りず､ 放 課後や 休 日も グ ル ー プ の メ ン バ ー の 家に 集ま っ て 相談 した り家琴
に質問したりして学習を進 め た ｡

み ん な で 見 つ けた こ とは コ ン ピ ュ ー

タを使 っ て説 明す る こ とに した ｡ ま た､ 発表 で は 自分 たちの 考え た こ と を他 の 友達 にもよ

く わ か るよ う に説明 した い とい う願 い か ら､ 紙粘土 と割り箸を使 っ て 地震 に強 い 条件を満 た した 家 の 模型を作り､ 発表す る と き

に使 お う と考え た｡

M 児 は
､
コ ン ピ ュ ー

タで 条件を文字入力した後 ､ 柱 や筋交 い ､ 屋根や 壁 の 様子を立体的 に描く こ と に苦労 して い た ｡ そ こ で教

員 は ､ 奥行を っ ける方法を教え た り､ 色 を変え る とわかりやすい ことを助言したりした o また ､ 家の模型 は M 児 とK 児が中心 に

な っ て行 っ た｡ 途 中まで は 計画通り に進ん だ が ､ 柱 を立 て 粘土を塗 る に したが っ て 壁 の 面積 が広くなり､ 使う紙粘土 の 畳も増 え

て重く なり不安定 に な っ た . 屋根を付けよう とす る と壊 れ そ う に な っ たo そ こ で ､ 模型 で は屋根を作らず ､ 筋交 い の 説明をす る

た め に使う こと にした ｡

こ の よ う に積極的 な追究をしてきた M 児 は ､ 友達 の 発表も大切 に して 熱心 に聞き ､ 質問 や意見を述 べ な が ら考 えを深 め て い っ

た o

表 5 小学校 5 年生 の減災教育 ｢ わたしたちの地震｣ の学級活動の実践事例
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全体のかかわりの中で

( 阪神大震災 の V T R をも と に､ 被災 した こ と に よ る怒りや悲 しみ ､ 人々 の 心 の 痛 み に つ い て の 発表 の 後)

M 児 : 家族と は な れ ばな れ に な っ た子供 は どん な様子 でした か ｡

C l : 子供
一

人 だ っ た ら怖 い よね o だか らボ ラ ン テ ィ ア の 人 で お世話したり
一

緒に 暮らしたりしますo

(略)

( ボ ラ ン テ ィ ア に つ い て の 発表 の 後)

T : Y さん た ちの 発表を聞 い て どうで した か ｡

C 2 : 今 日 の 発表を聞い て ､ 今 は平和 に暮らして い る けど地震 はい っ 起き るかわからな い の で ､ こん なふ うに 勉強して お くと い

い と思 い ました ｡

C 3 : Y さん た ちの 発表を聞くと､ 人 の 命 が なく な る前に ､ 自分が 人 の ため に で き る ことを学ん で い ると ､ 地 震 が 起き て も大丈

夫 だ と患 い ま した ｡ ボ ラ ン テ ィ ア で
一

人 で も二人 で も助けられ るな らそ うい う活動をや っ て み た い と思 い ま す｡

C 4 : ボ ラ ン テ ィ ア は 助 け合 い だか ら､ も し地震 が起きても助け合え ば ､ 亡くな る人 は少な くな ると思 い ます｡

M 児 : ぽ く は大きい 地質が来 た時 こ そ ボ ラ ン テ ィ ア が 生か せ る と思 い ます｡ 知 ら ない 人で も ボ ラ ン テ ィ ア をすれ ば 知り合 い に な

れ る し
､ 感謝 の 気持ちが生まれると思 い ます｡

C 5 : ぽ く は Y さ ん の 発表で ､ 内容 が わか りました ｡

C 6 : 人 は ボ ラ ン テ ィ ア に よ っ て助か るの で ､ 知らな い 人で も助か るか らい い と思 い ました｡

T : こ れ か ら こ ん なふ うに して い きた い と考え て い る人 は い ますか ｡

C 7 : ボ ラ ン テ ィ ア は大切 で､ 人 の 命が 助か るからや っ て み た い で す｡

M 児 : こ れか ら は地震が起き てもすぐ避難したり､ 被害を受けな い よ う工 夫したりして い き た い で す｡

C 3 : ボ ラ ン テ ィ ア は人 の 命を守る はかに ､ 感謝や助け合う心も教えてくれ るからわ たしもや っ て み た い で す｡

見返 りを期待せず､ そ の 時求 め られ て い る こ とを察知 して 行動 しな ければな ら な い ボ ラ ン テ ィ ア に つ い て ､ 本質 か ら理解 した

子供 は多く な い か もしれ な い ｡ そ れ は､ 子供た ちが 実際 に被災 し た こ とが なく､ 本 当の ボ ラ ン テ ィ ア を必要とす る状況 にな っ た

経験 や実際 の 生活 の 場で 相手 の た め だ けを考え て 尽く し た と い う経験 が は と ん ど な い と思 わ れ る か らで ある ｡

しか し､ Y 児 た ちの 発表 は ､ ボ ラ ン テ ィ ア に つ い て 初 めて 聞 い た子供 たちにと っ て も､ どん な 活動をす る の か と い う こ と ばわ

かりやすか っ た よう で ある ｡ また ､ た だ やり た い か らや っ て み ようと い う軽 い 気持ちで は で きない と い う難 しさ も伝 え て い た ｡

M 児 は
､ 前 半 の 被災者 の 怒りや悲しみ ､ 心 の 痛み に つ い て の 発表 と ボ ラ ン テ ィ ア の 発表を結 び つ け､ 被害 が大きく な れ ば な る

は ど助け合う こ とが 大切 であ る こ とや ､ それ が 人 の 心 の 救 い に な る と考 え た の で ある ｡ そ して ､ 自分 の 考 え た建物 の 条件 と同様

に
､
ボ ラ ン テ ィ ア もま た 人々 の 被害を減らす た め の 方法 の 一

つ で ある こ とに気 つ い た の だ と言 え る.

つ ま りM 児 は､ 地震 に 強い 建物の 条件と いう地震 ･ 災害のメ カ ニ ズ ム と人 々 の 心 や ボ ラ ン テ ィ ア な どの社会的な現象を関連付

けて考 えを深 め た と い う こ とが で き る. そ して ､ 学習後 の 感想 の 中に は次 の よ うに書 い て い る o

M 児 の感 想から

紙粘土 で 工 作し たけど結局完成 しませ ん で し た｡ ( 屋根を 付けな か っ た｡ )

ぼ く た ちは パ ソ コ ンを使 っ て学 習 しま し た｡ パ ソ コ ン に は ､ 家 の 設計図や文字を入力 しま した ｡ ぼ く たち は ｢ 地震 に 強い 建物

の 条件｣ と い うの を発表 しま した ｡ 内容 は地震が釆ても倒れ たり つ ぶ さ れ た りしない よ うにす る こ とで す｡

ば く に と っ て難 しか っ た の は ､ 条 件を考え る こ とで す｡ それ は､ は じめ は条件 は 4 つ だ けで した o で も考 えて い く と7 つ に ま

で 増え ま した ｡ そ れ はみ ん な が協力 した か らだ と思 い ま し た｡

今度ぼ く が調 べ た い こ と ば ､
マ グ ニ チ ュ

ー

ドや 震度 の 限界 は どれく らい か と い うこ とや ､ もぐり込 ん だ プ レ
ー

トは どうな るの

かと い うこと ｡ も っ と学習した い こ と は､ 震源地か ら被害を受けた と こ ろまで どれだ け時間 がかかるかと いう こ とで す｡

M 児 は
､
条件 を考え る こと や そ れを コ ン ビ ュ -

夕 に入力す る の に時間をかけた た め､ 模型 を完成 できなか っ た こ と が残念 そう

であ っ た ｡ しか し､ 他 の 子供 た ちに 筋交 い の こ とを説明す る に は､ 実際 に作 っ たも の が あると い う こ と はとて も有効 であ っ た ｡

M 児 にと っ て は ､ 説 明 の た め に模型を作 るの で はな く､ 条件を満 た し た自分 の 家を1 軒建て た い と い う頃飢 1が 強か っ た よ うで あ

る｡ 共同で 作 っ た た め ､ 模型 に対す る思 い も さまざまだ っ た よう に思う｡

しか し､ M 児 は 一 人で 考え る よ りも友達と 一 緒 に学習す る こ と に よ っ て ､ より よ い考えが生まれる こ と の喜びを書 い て い る｡

この こ と は
､
M 児 が ､ 学校で友達と学 ぶ こ との 意義に気づ い た の だ と い っ て も よ い の で は な い だ ろ うか ｡

M 児と同じグ ル ー プ で 建物 の こ と を調 べ て い た K 児も､ 問題を解決す る学習 の 過程 に興味をもち､ 学び合う こ と の喜びを書 い

て い る｡

K 児の 感想から

わ たしはどちらかと い うと単独行動 の はうが好きだ っ た けど､ グル ー

プで 調 べ た こ とで ､ 協力 する こと の 大切 さが わか りまし

た
o 地震 に強 い 建物 の 模型を作 っ た こ とで 図工 の 勉強に もな り ま し た｡ 思 っ た より もで き なか っ た け ど､ そ れ で 大工 さ ん が家を

造 る とき の 大変 さを 学 び ま した ｡ 最初 は資料を見た だ け で ､ 筋交 い ? なん だ ろ うそれ は､ と思 っ て い た けど今で はくわ しくわか っ

て い ますo

地震 の 学習 は ､ 一 人学習 よ りい ろ い ろな こ とが 学 べ ま し た｡ ま た こ ん な学習が あれ ばい い な あと思 い ます｡ 地震 は天災なの で､

まだ たく さ ん あ る天災 に つ い て調 べ た い で す｡ 予知で き る天災 はある の だ ろうか｡

表 5 ( つ づ き)
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阪神大震災と学校(4) 小学校 に おける ｢総 合的な学習の時間｣ で 行う減災教育

災や交通事故の よう に人間が起こすも のがあると答えた子供

もい る｡

防災から減災 へ と考え方を変え て教え て い くため に は, 自

然災害と人災がある こ とを意識づ ける こと は大切で ある｡ こ

れ ら に境界線を引くこ とはで きな い ｡ 地震に よ る災害も, 人

間の行為に よ っ て大きくな っ た り小さくな っ たりするから で

あ る｡ 自然の動きとして の地震を, 人間は防ぐことはできな

いが, 人災は減らせ ると いう ことを意識付けるため に必要な

時間で ある｡

(2) 地震 による被害の こわ さや力の大きさを体験するため

の V T R ｢ 阪神大黒災｣ の視聴

v T R を見せる前に, 子供たち に あらか じめ阪神大震災の

概要を話した ｡ ま た , 長田区が自分た ちの住む校区と似て い

る ことを話した｡ ま た, 解説が な い こ と , 街の 様子そ の ま

まを映し出して い る こ と, 自分の 考えをも つ た め の V T R で

あ る こ とを話し てか ら視聴させた｡ 子供たちは始めは興味本

位であ っ たが, 映像が進む に つ れ て悲惨な街の様子に驚きや

怖さを感じて い っ た｡

(3) 子供が追究意欲をもち続けるため に

減災教育で子供が意欲的に取り組ん だ理 由は ,
`

V T R を 提

示 した こと, 大人に も通用す る資料を提示した こと, 教科 の

区別を意識させずに活動した こと, 調 べ た こ と の表現を自由

に行わせた こと にあると考え られる｡

減災教育の導入部分で V T R を見せた こと に より , 子供た

ちは地震の起きるわけ. 地震 に よ っ て受ける震度別の被害,

避難の 仕方, 地震 に強 い建物の集札 被害を受けた後の ボ ラ

ン テ ィ ア など いろ い ろな角度から問題をもっ た｡ 子供たちが

解決しようとした問題が , 自分や自分の周り の人たちの命 に

かかわ る こと, 生き て い くうえ で知 っ て お かなければならな

い こ と
, 実際の生活に役立 っ こ とだからで はな いだろうか｡

だ か ら, 難 しい とかわからない と いう思 いを乗り越えて ,
さ

らに学ぼうとす る意欲が強か っ たの で はな いだろうか ｡

資料 は , 子供用に書かれたもの で はなく, 大人 にも通用す

るもの を準備した｡ そ れ は現実の状況に対応で きる能九 実

際に生きて いく上で必要な力を つ けさせた いと思 っ た からで

ある｡ 地震が起きた時, 生きて い く上 で しなければならな い

こ と は , 食料 の確保, 住む場所の確保など大人も子供もあま

り変わりな い . また国語辞典を引き, 地学の参考書を調 べ る

と い うよう に , 教科を越え て物事を追究して いく こと の楽し

さを体験すること に な っ た｡ 5 年生の子供に は漢字の読み方

から, 言葉の意味ま で かなり難し いと思われた ことが たくさ

ん あ っ た｡ しか し資料を共用して いたために , わか らな い こ

とを聞き合い , さ ら に詳しく調 べ合 っ て 理解を深め て い っ た

と言える｡

こ の よう に学習を進 めるうち に , は じ めは出て く る言葉 に

対する質問や疑問が多か っ た の に 比 べ , 次第に , どう したら

被害を少なく で きるだろうとか, 被害を受けなか っ た ら自分

に できる ことは何だろう, 1 0 年後 の 街づくりを ,
どう した

いか , 大人 に な っ た らどん な職業に つ きた いかと いう思 い に

変わ っ てきた｡

子供たちが追究意欲を持ち続けた こ との もう
- つ の 理由は ,

子供 一 人 一 人が自分の思 い を達成で きる方法を選ん で表現で

き るよう に した ことがある. 教員が全員
一 律の到達目標を示

すの とは異なり. 子供
一

人
一 人が自分で自分の 目当て をも っ

て活動した ことを ､ 自分なりの方法で人に知 っ て も らう こ と

で成就感を高める働きがあ っ た｡ 表現方法は, 大判紙に新聞

を書く子供, 紙芝居を作る子供, コ ン ピ ュ
ー タ に打ち込む子

軌 ミ ニ ブ ッ ク を作る子供, 紙粘土で説明の ため の模型を作

る子供, O H P 用 の シ
ー

ト を作る子供な どさ まざま で あ る｡

子供たちは毎日, 地震の学習は楽しいとか地震の学習をも っ

と続けた いと言 っ て い た ｡ そ し て減災教育を通して , 地貢の

問題に つ い て は誰よりも詳し いとか , 何を聞かれ て も答え ら

れ ると いう意識をも つ よう に な っ て きた ｡

(4) 他 との かかわりがさら に深 い追究や意欲を生む

子供たちが自分の調 べ た こ と に自信を持ち満足感をも っ た

時, 全体で の話し合い の 時間をも っ ｡
一 人 一 人 の 問題は,

減災教育全体から見ると
一 部分 である｡ しか し, 調 べ た こ と

を発表し合い疑問を出し合い , 答 えて い く中で子供たちの 視

点が広が っ て い っ た｡ 自分と違 っ た課題をも っ て い る友達 の

調 べ た こ とや考えを聞く｡ 自分と同じ課題で も, 違 っ た 表現

の発表を聞く ｡ こ の よ うな場を何度かも つ こ とで , 子供 た ち

は, 実際に は 一 つ の こ と しか調 べ て い なく て も, 多く の課題

に つ い て考える ことが できる ｡ 話 し合 い の揚が , 互 い に高め

合い の場となる の で ある｡

ク ラ ス の中で の かかわりだけ でなく, 違 う学年と の かか わ

りもまた , 子供たちを高めるき っ か けとなる｡ 1 学期 に減災

教育の授業をした子供たちは, そ れ ぞれ地震の学習で学び方,

追究するとはどう いう ことかを体験した ｡ そ こ で 9 月 の避難

訓練で防災ミ ニ集会を企画したと ころ, 夏休み に そ の準備の

ため約 3 分の 2 以上 の子供が登校した｡ 地震の こ とは私たち

に任せ て , と言 っ て 意欲的に取り組ん で い た｡ 1 年生から 6

年生 の人たち に自分たちが学ん だ ことを知 っ て もら い た い と

い う他と のかかわりを求める気持ちと, ど ん な こ とを聞かれ

て も大丈夫だと いう気持ちがあ っ た ｡ 自分たちが満足できる

集会にするため に , 子供たちは自分の学習した ことを見直し,

ま と めをした｡

学校内で のかかわりだけで なく, 家族や地域の人と の かか

わりも重要で あ っ た｡ 学習参観で子供たち の発表や学習の様

子を目に した保護者か らは, 本当に自分か ら学習すると い う

ことを体験して いる こと , こ れか ら大切なの は減災教育の よ

うな学習で すねと いう感想が出された｡ 家庭で資料を集め る

ための援助をして い た保護者たちで あ っ た が, ど の よう な内

容で どの ような学びをして い る の かを目の当り に して , 小学

校で の学び方に納得された の だと思われ る｡ 開かれた学校と

は
, 子供の学習を保護者に も理解して もらう ことから始まる

の で はな いだ ろうか ｡ 子供
一 人が学習すると いう ことは, そ

の両額を含む家庭 へ の啓蒙に もなり ,
∵学校が地域の教育の拠

点となる ことを表して い る｡

さ ら に子供たちは, 地域甲防災訓練に 参加 した . 7 丹2 0

日夏休み に入 っ た ばかり の祝日に , 校区の地域防災訓練が行
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われた｡ 幼稚園児か らお年寄りま でと 一 緒に , 煙中体験や放

水体験をした子供たちは, 1 学期 に学ん だ ことと重ね合わせ ,

学習した
/
= と の意味づけや地域と の関わり の認識が でき た と

思 われ る｡ こ の よ うに他と のかかわりは, 学 びの深まりを生

む ことが で き る ｡

(5) 学習後の 子鹿の意識変化

子供たちが , 何 に つ い て関心をも っ て い るかという ことを,

次の 3 点 に つ い て阪神大震災の V T R を見た時の感想と , 学

習後の感想を比較した (表 6 ) 0

仏) 地震が起きるわけや建物がどの よう に被害をうけるか

と いう地震や災害の メ カ ニ ズ ム に関す るもの ｡

CB) 災害に よ っ て起 こ る社会的ダメ ー ジ と対応し, 火災や

ボ ラ ン テ ィ ア , 街づ くりな どに関するもの ｡

(C) 学習方法やプ ロ セ ス そ の もの に関するもの .

v T R を見たときは, 地震 の被害の大きさ に対する驚きや

恐怖感か ら, そ の よう に大きな被害をもたらす地震はなぜ起

き る の かと いう ( A ) 地震 の メ カ ニ ズム や ( B ) 災害 に よ っ

て起 こる社会的ダメ ー ジ に関心をも っ た子供が多か っ た｡ し

類 型 VTR 視聴時 学習後

A 地震のメカニズム 22^(64 .7 %) 24人(70 .5%)

β
災害によつて起こる

社会的ダメ
ー

ジ
30^(88 .2 %) 17人(50 .0%)

C 学習の方法ヤプロセス 4^(ll .8 %) 32人(94 .1%)

表 6 小学校5 年生の滅災教育の開始前と学習後の感想に

見る興味関心の対象の 変化

かし
, 学習後は地震は地球の自然な動きとして とらえた こ と

に よ っ て
, 被害は社会的な現象の 1 つ と して 見るようになり,

ダメ -

ジ その も の へ の 関心 は薄れて い る. ただ し, 活動の様

子から, 関心 の低下は, 自分たちの力 で災害を減ら せ ると い

う実感を持 っ て い っ た こ とと無関係で はな いと判断される｡

ま た ( C) 学習の方法やプ ロ セ ス に つ い て は, は と ん ど意識

して い なか っ た が
, 学習後は は ぼ全員の 子供が言改E して い る｡

こ れ は内容以上に学習の仕方が印象的で あ っ た こ とを表して

い る｡

さ ら に学習後の 感想から, 子供たちが何に満足したかを分

類す る と, 次の 3 つ に 分けられる (表 7 ) ｡

1) 学習方法と内容の リ ン ク ; 減災教育の プ ロ グ ラ ム を実行

する上で の方法論

2) メ カ ニ ズ ム と社会的現象 (人間) と の リ ン ク;知識と そ の

応用

3) 自分 の位置に つ い て の 認識 ; 助けられ る 側と助け る側 ,

学習結果に つ い て情報発信する側と受け取る側, 情報媒体

とし て の子供 (家庭や地域の中の子供) ｡

哀 7 が示すよう に , 学習後の感想として(3)
'' 自分の位置に

つ い て の認識を全員が選択して い る｡ 5 年生は精神的な成長

l
l 学習方法と内容とのリンク 19人(55 .9 %)

-

2
メカニズムと社会的現象(人間)

12人(35 .3 %)
とのワンク

3 自分の位置にらいての認歳 34人(loo侮)

表 7 小学校5 年生の減災教育学習後の感想からみた

子供たちの自己認識

も著しい時期で あり t ｢ わ た し た ち の地震｣ の 活動で , 教

材や友達との かかわりあ い の中から自分自身を相対化して ,

ク ラ ス や家族内で の自分の存在感に自信がも て た の で あろう｡

学習が終わり半年が経過 した翌年 3 月 の子供た ちは, 地震

や災害に関する知識などは だ い ぶ忘れ て い たが, 自分 に対す

る自信は定着して い るよう に見えた. そ の ような自信と
一

度

経験した学習方法が残 っ て い れば, 中学生や社会人とな っ て

減災教育に関係する勉強や出来事に出会 っ た時, 再 び意欲的

に取り組ん でくれ る に違い な い ｡

5 総合的な学習と して の滅災教育

平成1 0 年1 2 月 に告示され た小学校学習指導要領に よれば,

｢ 総合的な学習の時間｣
R
の ね らい は , 自 ら課題を見 つ け, 自

ら学び, 自ら考え, 主体的に 判断し, よ り よく 問題を解決

する資質や能力を育て る こと で ある ｡ ま た, 情報 の集め方,

調 べ方, ま と め方, 報告や発表 ･ 討論 の仕方などの学び方や

もの の考え方を身に付ける こと, 問題の解決や探究活動に主

体的, 創造的に取り組む態度を育成すること , 自己 の生き方

に つ い て の自覚を深める ことも大きなね ら い とされ て い る

( 文部省! 1 9 9 8 b ) ｡ そ の 学習活動の例と して 国際:理解, 悼

報, 環境, 福祉 ･ 健康などがあ げられ て い る ｡ 減災教育は

直接例示され て い な い が, 情報, 環境 , 福祉 に またが る分

野で あり, ｢ 総合的な学習の 時間｣ の テ ー マ と し て 適する

と考えられる｡ 以下で は , ｢ 生 き る力｣ と い う視点か ら,

｢ 総合的な学習の時間｣ の テ ー マ と して の減災教育の 効果に

つ い て論じる ｡

5 - 1 課題 の発見から主体的な学び へ

減災教育は, ｢ 総合的な学習の 時間｣ がね ら い とする ,

子供が課題を発見したり, 自ら学び, 主体的に問題 を解決す

る資質を高め. さ らに将来の生き方を考えるき っ か けを, 得

易い テ ー マ で は ない だろうか｡ 梅田 の減災教育の実践で は ,

始めは地震の メ カ ニ ズ ム へ の 関心が高か っ たが, そ の問題が

解決してくると, 子供たちはだんだ ん ボ ラ ン テ ィ ア にも興味

をもちだした｡ ま た. 自分が怖 い , 悲 し い 思 い をする時は

他の人も同じ思 いだろう , 自分は逃げ方を知 っ て い ればよ い

と思 っ て い たけど他の人は地震に強い家を造る方法を考え た

の だなと いうよう に他 の人に目を向けて い く ｡ ｢ 自分の命 は

自分で守る｣ と い う こ と に気付いた後, 子供たち の コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン を図れば ｢自分たち の命 は自分たち で守る｣ と い

う意識に なるま で時間はかからな い ｡ こ の よ う に子供たちの
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阪神大震災と学校(4) 小学校 に お ける ｢総 合的な学習 の 時間｣ で行う減災教育

視点が広がれば , 学ぼうとする課題 は自然と広がり, それぞ

れ の追究がはじまる｡

そ れ は 一

点で止まるも の で は な い ｡ 地震 に強い建物を考え

る時, 始 めは自分の家
一

軒 の こ とを考える ｡ しか し, 他 の

人 の家も同じよう に地震に強い家であ る こ とを考え た り, 自

分 の家が地域の中の
一

軒で ある こと に気付いたりすると, 街

全体を考えるよう に なる｡ 自然 に自分の町内や校区の ことを

考え る よう に なる｡ さ らに ,
M 児 は, 地震 に 強 い家 の条件

を考えるうち, 1 0 年後の自分の校区の 将来像を絵で表すと同

時に , 将来は建築家にな っ て自分の手で地震に強い柳町校区

を つ くり た い と考える よう に な っ た｡

5 -2 応答的な学習環境が得られる テ ー マ

｢ 総合的な学習の時間｣ を成功させ るための条件の 1 つ と

して , 周囲か らの応答的な反応があるかな いかが ポイ ン ト に

なると考えられる｡ 人 は, 強 い意志や必要性がな い時 に ,

い っ さ い の反応がな い環境で , 困難な ことを継続す る の は難

し い ｡ 従 っ て , 授業とし て 行う に は , 当初は自発的な意欲

が期待で きな い分, 周囲からの反応と い う支援が必要である｡

減災教育はt 子供と周囲の大人が共通 の興味や理解を持て

る の で , 応答的な環境が得易い テ
ー

マ で あ る と言え る ｡ 例え

ば, 子供が地震に つ い て学習す ると いえば, 家族 は情報を得

るために必要な資料や本を準備するな ど物質的な面で協力し

たり, 地震が起きた時, 自分の家で はどの よ うに す る かを話

し合う ｡ 学校 で学ん だ ことを聞くなど目に見えな い部分で の

っ ながりを作 っ た りする｡ 減災学習という
一 つ の 話題が家族

同志の つ ながりを深める題材になりうる であろう｡

さ ら に , 減災教育を行 っ た ク ラ ス の子供たちは, 自分たち

は家族や他の学年の友達よりも地震に関して多く の知識を得

た こと, 自分自身の力で自分の問題を解決したとい う学習方

法に関すること, 自分の考えや思 いを工夫しなが ら伝える こ

とが で きた こと に満足感を もち, 自信をも っ た｡ 9 月 の避難

訓練時の全校ミ ニ 集会で は, ｢ 早 く自分た ち の学習した こ と

を発表した い｣ ｢ 何 とか して 1 年生か ら 6 年生ま で , 全校

のみ ん な にわかるよう に伝えた い｣ ｢ 地震の こ となら私たち

にまか せ て｣ と い う思 いがあ っ た た め, 夏休みも自主的に登

校して熱心に準備す る子供た ちの姿が見られた｡ この よう な

動きも, 周囲の反応が期待で きる ことと無関係で はない ｡

子供たちが地震の学習を終えて書いた感想で は, 内容そ の

もの よりも学習方法や問題解決を自分の 力で やり遂げた こと

へ の満足感の方が多か っ た ｡ 特 に自分自身の位置ある いは存

在感に つ い て はt す べ て の子供が記述して い る｡ 自分が いか

によ い考えをも て るか, い か に粘り強く追究で きるのか ,
知

識を得る こと で地震をやみくも に畏れ る事なく , 被害を少な

くするため に なん とかしようと考えるよう に な っ た こと, 自

分の考えを人に伝え理解して もらう ことの喜び, 人と の かか

わりなど多く の こ とを得て いる｡

こ の よ う に応答的な学習環境で学んだ子供達は, 他 の教科

や活動の中で も, 積極的に挙手して発言することが多くな っ

たり , 教員 の指示がなく て も自主的に自分の考え で係活動や

学校行事に取り組む姿が見られ るよう にな っ て い っ た｡

5 - 3 ｢ 生きる力｣ として の減災 リ テ ラ シ
ー

｢ 総合的な学習の時間｣ で 獲得する資質や能力 は, 実際

に役 に立ち, 子供た ちが大人にな っ て も, 同じよう視点で ,

長期的に社会に かかわ っ て い けるもの に なる のが理想で ある｡

減災教育で つ けさせ たい能力は, 災害を減ずるため の科学的

で合理的な知識や判断力であり, ｢ 生 きる力｣ の 具体化例の

1 つ と考え て よい . 網座 ほか ( 1 9 9 9) は そ の よう な能力を

減災リテ ラ シ ー と呼ん だ ｡ 小学校低学年で あれ ば, 自然や災

害のしくみを学び, まず身の安全を確保す る ｡ 例 えば ,
ブ

ロ
ッ ク塀はもろく, 地震の 時に近 づくか離れ るか ,

ほ ん の 2

- 3 メ
ー

ト ル が生死の境目とな る ( 相馬 ･ 耶座 ,
1 9 9 7 ) ｡

高学年 になれば, 視野が広がり. 減災リ テ ラ シ
ー

も高まる｡

実際, 柳町小学校における4 年
一

貫教育や減災教育の実践か

ら明らかなよう に , 子供たちは実際的な知識や判断力を身に

つ け, 自分の具体的な目標として地域や将来 へ目を開い て い っ

た｡ ｢ 地球を守りまし ょ う｣ と か ｢ 自然を大切に｣ と い う

ス ロ
ー

ガ ン だ け で は具体的な行動に つ ながらな い ｡ 減災教育

をテ ー マ と して , ゆ っ く り と着実に 能力を高め る こ とが ,

｢ 生 き る力｣ に つ ながる の で あ る ｡

5 - 4 学び方からプ レゼ ン テ
ー

シ ョ ン へ

減災教育の実践で は, 様 々 な発表活動を通 して , 自分が何

を考えて いる の かを人に理解して もらう こ とを意識させた ｡ ∫

そ こ で は相手を意識して論理的に伝えるための構想の 仕方が

重要である｡ さ らに説得的な作文や説明的な作文など論理性

を重視する文を書ける能力が ,
た と え子供で あ っ て も必要 で

あ ると考えた｡

しか し, 従来 の小学校の 作文教育で は, 生活文や感想文が

中心で , 自分の思 いや考えをあり の ままに つ づるとい う こと

に重点がおかれ てきた ｡ た しか に現在も, 社会見学した こと

や
, 調 べ た こ とをまとめたり発表した りす るとき に説明文と

して まとめる機会はあり, さ ら に絵や図を示す, O H P や コ

ン ピ ュ
ー タ を使うなど, プ レ ゼ ン テ

ー シ ョ ン の道具も工夫さ

れて い る｡ しか し, こ れ ま で の 教育 で は, 質疑応答は短 い

言葉で簡単に行う場面が多く , ま た 日常生活にお い て は筋道

を立て た意見はあまり要求されな い ｡ そ れ ゆえ , 何かを認識

する暗もキ
ー

ワ
ー ド だ けで済ませ て しま っ たり , 辞書的な説

明で満足する習慣に な っ て い る こ とが多い ｡ 地球の認識も理

科で学習した こと の影響だけ でなく, 表現の習慣や学習形態

に関係するかもしれな い ｡

一

方 , 今回 の小学校 5 年生の滅災教育の実践に お い て , 子

供達は 地球その もの の 理解だけ でなく ,
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン能力やプ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン能力が高ま っ た と自覚して い る

( 表 6 ) ｡ コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン 能力を高める こと は , 自分の

存在価値自体を回りの人に問いかける こと であり自己実現 で

きるか どうか の試金石なの で ある｡ 自分の考えや思い を伝え

る ことが で きれば, それ が自分を受け入れ てもら っ た こ と に

なり. 自信に つ ながる｡
一 つ の 自信がまた次の活動意欲 へ と

-
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つ ながり, エ ネ ル ギ ッ シ ュ に生 き る原動力となる｡ こ の よ う

な経験を数多く経験すればそ れが自立 へ の基礎とな る の で は

な い だ ろうか ｡

5 - 5 自分 を認識す る ことか ら主体的な取 り組み へ

減災教育は! 直接災害とは関係しな い子供の内面的な成長

も促す｡ 人間に は好奇心があり, 自分が学ぶ主体とな っ た時

に活動に没頭し思考を深め て い く ｡ 子供 にと っ て重要なのは,

学 ん で得た結果として の知識
･ 援解だけで なく , 学 ぶ過程で

あり, 学 ぶ ため の方法, そ し て学ん だ こと に よ っ て感じ取 っ

た成就感や自信で あると考える｡ しか も, 成功体験だ けでな

く , 失敗や思 い通り にならな い こ とさえも, 乗り越え生かせ

た と い う こ とから自信を深める の で あ る ｡

減災教育の 内容は, こ の ような主体的な取り組みを学習す

るの に よ い題材となる｡ 実際的で困難な問題を乗り越えたと

いう経験は, つ ぎの困難さ に チ ャ レ ン ジしようと いう意欲を

もたらす｡ そ れ は学 ぶ過程や方法を学ぶなか で , 困難さと戦

う計算が出来るよう になるか らで ある｡ 4 年
一

貫教育で見せ

た子供たち の地球の認識の急成長は , こ の分野の得意意識か

らくる チ ャ レ ン ジ精神がない こ と に は なし得な いも の で あ っ

た｡

M 児の よ う に , 地 震に強 い建物を考え るうち に , つ い に は

自分の将来像を思 い描くなど. ど の方面で社会に役立ちた い

と思 うかと い う前向きな生き方を作る こと に な っ た｡ これ も,

子供自身が自分の得意な ことや適性を つ かん で は じめて 出て

くる意識で ある｡

5 16 社会 の
一

員と しての自己の 生き方

減災教育に お い て は,
一

人の子供が
一

人で 全て の分野を学

ぶ ことば不可能で あ る｡ お互 い に情報を交換しながら成果を

共有する｡ 自分の見 つ けた課題に つ い て深く追究し,
一

人
一

人が自分の課題に つ い て の ｢ プ ロ ｣ に な る｡ そ して ｢ プ ロ ｣

とな っ た子供たちが コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン を通 じてお互 い の 考

えを理解し合う｡ 他 の意見を取り入れ想像力を働かせ る こと

に よ っ て減災の全体像が子供の 中に つ くられ てく るだろう ｡

全体像をとらえ て初めて状況に応じた判断ができるよう にな

る ｡ こ の経験をとおして , 共同作業の意味や価値に気づく ｡

す なわ ち, 社会の
一

員として の自分に気づく の で ある .

こ の よ うなプ ロ セ ス を通 して ! 子供たち の自分を見 つ め る

目, そ し て人を見る目が養われる ｡ 活動の最初の段階で は ,

グ ル ー プ はふ だん の遊び友達を中心に作られ る ｡ しか し何回

か の話し合い の場や発表の機会を通 して , 自分の興味や目的

に合 っ た友達と 一 緒 に活動するよう に なる｡ 自分が認識で き

るよう に なる こと で , 友達 の個性も見え てく るのだと考え ら

れ る｡ こ の ような経験の積み重ねが , 自己 の生き方を確かな

もの に し て い くと考えられる｡

6 滅箕教育の 学習簡

減災教育で扱われる教材は, 従来の学習観からすれば子ど

も に は
"

発達段階に応じて
''

い な い難し いとされ るも の で あ

る ｡ しか しなが ら, 4 年
一

貫教育や 5 年生 へ の減災教育で は ,

子供た ち の活動は盛ん で あり そ の後に も よ い影響を与え て い

る の で
, 教材として難し いと は考え に く い ｡ こ こ で は, 敬

材選択の背景とな る学習観に つ い て論じ る ｡

6 -1 子供にも簡単化されて いない本物の情報を

人はt 自分が学ぶ主体とな っ た時 に活動に没頭し思考を深

め て い く｡ そ して , 真剣 に取り組ん で い れ ば い る ほ ど, 本

物 の情報が必要にな っ て く る｡ こ の こ と は大人も子供も遠い

は な い ｡ 子供だからと いう ごまかしはきかな い ｡ 子供が真剣

に取り組ん で い る時, まだ子供だから難しい だろうと い っ て

学習す る場を教員が取 っ て しま っ た ら学ぼうとす る意欲は半

減して しまう｡ ま た, そ の よ うな こ とが何度も続 けば ,
わ

か らな い ことをわからない まま に したり , 疑問さえ抱かな い

子供にな っ て し まう で あろう｡ 物事 の本質や真理を知るに は,

小学生で あ っ て も大人と同じ資料が必要な ことも多い ｡ 多少

言葉や文字が難しく て も, 必要なら解説すればよ い の だ｡ 子

供たちは,
一 見難し いと思われる情報で も真実ならば, そ れ

を学 ぶ こ と の 必要性を感じ取るだ ろう｡

む しろ小学校の時の学習が大人にな っ て も役立 つ と い う こ

とからみれば
, 本物を知 っ て お く必要がある｡ 子供は未発達

だとか
, 子供 に はまだわからない と いう見方で接して い ると,

子供の思考力は い っ ま で も発達しな い｡ だ から教員が, 今 も っ

て い る問題を解決するため に はどん な情報が必要なのかと い

う ことを知 っ て お く こ とはもちろん 子供自身にも考えさ せ

て い かなければならな い ｡

6 - 2 一 人 一 人 の追究学習と相互作用

減災教育で子供たちが追究する問題 は, バ ラ エ テ ィ
ー

に 富

む｡
一

見同じ問題 で あ っ て も, そ の間題を調 べ ようと思 っ た

わけや内容に寄せ る思い は
一

人
一

人異なる｡ 例 えば ,
地貢の

メ カ ニ ズ ム を調 べ る と い う問題をも っ た子供の 中に は, 防げ

るものなら何とか地震を起こしたくな いから調 べ た い と思 っ

た子供も いれば, 地球 の動きを知りたくて調 べ る子供もいる｡

ま た調 べ方や表現の仕方もさまぎま である｡ ノ
ー

ト に 書く子

供, 紙芝居を作る子供, コ ン ピ ュ
ー タ に表す子供 , 大判紙

に新聞を作る子供, 模型 を作 っ たり, 体 を使 っ て表す子供な

ど それぞれが自分の思 いを生かした方法を使 っ て表現する｡

こ の よう に
,

一

人
一

人が
一

見 ばらばらの テ
ー マ で 調 べ て い

る よう に見え て も, 学習が終わ っ た段階で は, 子供同士の ネ ッ

ト ワ
ー

ク を生かすこと に よ っ て減災の全体像を身に つ けて い

る｡ 子供たちは授業や休み時間の中で自然に友達の学習して

いる内容や方法を見合 っ た り, 話 し合 い活動の 中で情報交換

したりする ｡ 知 らな い こ とを教えあ っ た り, ∴同 じ考えに納得

した り, 違う考え に反論し たりする ｡ 子供同士の ネ ッ ト ワ ー

ク が生かされ, 互 い に関連づけられて総合化され, 全体像を

つ かむ ｡

ク ラ ス全員が同じ テ ー マ で
一 斉に取りかかる の で は, 上記

のような活動や成長は期待で きな い ｡
一 人 あ るい は ク ラ ス全

-
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阪神大震災と学校(4) 小学校における ｢ 総合的 な学習 の 時間｣ で行 う減災教育

員が同じことをするの で は, 時間 の制約か らテ
ー

マ の 広がり

や深まり に 限界がある｡
一 人 一 人 の追究学習の多様性と深ま

りが相互作用 を引き起 こし成果を共有する ことで ,
一

斉に と

りかか るよりはるか に広く深い テ
ー

マ を こ なせ る の で ある｡

こ の ような過程はt 学校教育で行われ る集団学習とは異な

る｡ 集B] 学習 にお い て も, 個別 に行う
一

人学習と集拭に よる

学習が交互に行われ, 個別に学ん だ ことをかかわらせ, お互

い の意見そ して存在を認め合い確かめ合う ｡
一

方 , 減災教育

で は, 課題が 一 人 一 人違うだけで なく , 到達すると こ ろも
-

人 - 人異な っ て い て よ い ｡ そ して足りな い部分は互い に補う

の で ある｡ 現実の社会に は, 集Ei] 学習 の よう に社会の構成員

全員に共通の テ
ー

マ と評価の 尺度があるわけ で は な い ｡ 生活

科や ｢ 総合的な学習の 時間｣ が念頭に お い た ｢ 生 き る力｣

あ る い は ｢ 生き残る力｣ とは, 従来 の 集団学習の 考え方で

なく ,
む しろ減災教育がめぎすもの に近 い ｡

6 - 3 学び方を学ぷ

梅田 の行 っ た 4 年
一

貫教育や 5 年生 で の減災教育で の子供

たちは
, 大人向け の資料を扱い , 場合に よ っ て は額の意識や

知識を越えるま で に な っ た ｡ ま た, 単に地球や災害の認識が

高ま っ ただ け でなく, コ ミ ュ ニ ケ
- シ ョ ン 能力などが高まり,

将来 へ の興味や夢を自覚するよう に な っ た｡ 減災教育の内容

は多岐にわ たり , 実際的な本物の情報を扱う｡
一

つ の 問題を解決するに は, い く つ もの方向からもの ごと

を眺め .
い ろい ろな方法で調 べ て関係づ けて い かなければな

らな い ｡ そ の解決の過程にお
ノ
い て

,
より深く対象とかかわり,

人 と の出会いや ふれあ いが生まれる ｡ も の ごとを追究して い

く ことと は, 自分を表現し自分を見 つ める過程でもあると い

え る ｡

こ の よう に考えると , 人間形成を図る義務教育, 特に小学

校で は知識や技能を身に付け るだけで なく , そ れ らも含めて

学び方を学 ぶ ことが大切だと いえ る ｡ 従 っ て , 発達段階に応

じたとされ る学習内容を
一

斉 に行う こと に , 疑問を持たざる

を得な い ｡

6 - 4
一

発達段階に応じた教材
-

の 問題点

減災教育の学習観を明確にするJ:; め に , 現在 の
"

発達段階

に応じた教材
' '

と い う も の の実体を整理 する こと ば無駄で は

な い ｡ 小学校の単元を全体を適してみると, 小さなものか ら

大きなもの へ , ま た部分から全体 へ . ある い は単純乍ことか

ら複雑なこと へ , 理 解しやすい内容から理解しにく い内容 へ

と配列され て い る こ と に気 づく ｡ 例 えば理科で は, 地球に関

する内容が次の よう な単元と して扱われて い る ; 3 年 ｢ 土と

石を調 べ よう｣ , 4 年 ｢ 流れる水の はたらき｣ , ｢ 水 の すが

たとゆくえ｣ , 5 年 ｢ 気温と天気の 変化｣ , 6 年 ｢ 大地 の つ

くり｣ ｡ 3 年生 で は子供の 身近に存在する土や石を , 実際 に

目 で見たり手で触れたりしなが ら物質とし て の特徴を知る｡

4 年生 で は水とい う物質に つ い て調 べ るだけで なく , 川 ある

い は地域という空間的な広が りをも っ た場と, 流れと いう時

間的な動きをも っ た状態の 中で , そ の働きをとらえ て い く｡-

また , 6 年生に なると地層や石な どの現在見られる特徴をも

と にし て , そ れ らが できた仕組みや当時の で き事を考える こ

とに よ っ て過去を推測し, これ か らど のよう に変化し て い く

かと いう未来の状況や別の場所に つ い て も予測す ると いう学

習を行う｡

こ の よう に , 現在の地球に関する学習内容は学年を追うに

したが っ て時間的に も空間的に も広がり のあるもの へ と っ な

げられ て い る｡ す なわち.
` `

発達段階に応じた教材
"

とす る

も の の背景は, 数学的 ･ 物理学的に単純なもの から複雑なも

の へ
, あ る い は時間的 ･ 空間的に拡大して いく線形的なも の

で あると考え ぎるを得な い ｡ しか し, ｢ 大学生と小学生の地

球に つ い て の認識の比較調査｣ から明らかなよう に , この よ

うな構造からなる項在の学習観に よる教育で は , 例えば ,
也

球に つ い て の認識が深ま っ たと言える状態に な っ て い な い ｡

認識が深まらな い原因を現在の学習軌 こ求めるとすれば,

人間 の知力の発達が , 例 えば小さなもの から大きなもの へ な

ど の単純な パ ラ メ
ー タ ー に 対応して い な い こ と に あると考え

られる｡ そもそも人間は, ば ら ばらな知識が連想を軸とし て

まとまり 1 つ の概念を獲得する｡ そ の よ うな概念が多い は ど,

連想が豊か になりより大きな概念が作れる｡ すなわち知識や

概念 の連鎖反応が重要で ある(例えば, 波多野
･ 稲垣, 1 9 8 4) ｡

一 方 , 現在の学習観の背景と考え られ る単純なもの から複雑

なもの へ , ある い は時間的 ･ 空間的な拡大は, 線形的なもの

であり, すくなくとも連鎖反応系で はない ｡ 言 い換えると人

間の脳の メ カ ニ ズ ム に対応するも の で は な い ｡ 現在 の学習観

が 一 見合理的に感じられるとすれば, 単 に指導要領の体系を

表現したり記述するため の尺度あるいは方法論として数学的
･

物理的 に線形なも のをよ い と思 っ て い るに す ぎな い の で ある｡

こ の よ うな学習観に基づ い て , 義務教育の間, 数年問にわた っ

て小出しにされるばらばらな知識の まま で は, 子 どもの興味

は失われ思考は停滞す る しかな い ｡

7 減災教育に おける教具の支援と評価

｢ 総合的な学習の 時間｣ は, 教科 で はな い ｡ そ の た め に

教師の支援q) 在り方や評価も, 学習指導要領に示された目標

に到達することを 1 つ の尺度とす るも の と は異なる はず で あ

る｡ 減災教育の実践にもと づ い て ｢ 総合的な学習の 時間｣

に おける教師の支援と評価の在り方に つ い て論じる｡

7 -1 対等な人間関係にた っ て教える

義務教育の目標は自立 へ の基礎を築く こと で ある｡ 小学校

や中学校が義務教育とし て位置づ けられ て い る以上, まず教

員が, 学校とは
一 人 の社会人を育て る人格形成の場である こ

とを認識し, 子供が将来大人にな っ て か らも役立 つ教育を行

う こと, 社会人とし て よりよく生きる人間を育てる の だと い

う章識が必要にな っ てくる｡
一 人の子供を大人に なるま で の長 い尺度で見て教育活動を

考え, 教 える内容を総合的に とらえ広い尺度で実践して い る

教員は少ない と思われ る｡ 長く て も卒業するま で の こ とを考
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え て い る の が現実かもしれな い ｡ 現在も各教科や領域に つ い

て は
, 授業実践を通 して教育方法が工夫され て い るが , 長期

的な視野に欠けて い る｡ 従 っ て t ｢ 心 豊か な人間｣ ｢ た
､
く

ましく生きる｣ ｢ 個性を生かす｣ と い う言葉を具体的なイ

メ
ー ジ で と らえ て い る教員は, 少な い と考え て よい ｡

減災教育で は教育の長期的作用に目を向ける べ き で ある｡

今す ぐ に役立 っ こ とを教え るとか子供を子供なり に よく育て

ると いう短期的な作用を求めるの で はなく , 子供が大人にな っ

て か ら社会人として よりよ い生き方が できるよう に長 い目 で

とらえるの で ある｡ 生徒は1 0 年 もすれ ば社会人と なり, よ

き隣人となるの で ある｡

こ の こ と は
,
これ から求められる教員像は, これ から育て

て い きた い人間像と共通する ことを意味する｡ 総合的な学習

で ある減災教育を行 っ て い く に は , ま ず教員が豊かな人間性

を備えて いなく て はならな い の で ある｡ 生徒の よき手本とな

る ことが
, 最大の支援で あ ろう ｡ そ の たあに , 生徒も教員

も人格として は対等な関係に ある ことを認識す べ き である｡

7 -2 子供を総合的に とらえる

子供が何に興味をも っ て , どん な問題 を追究するかと いう

こと は , 学習が始ま っ て か ら偶然決まると いう より は , 家庭

環境や生育歴も含め , 学習前の そ の子供の経験が影響して く

る｡

地震 に強 い建物の 条件を調 べ たM 児は, 社宅か ら
一

戸建 て

の 自宅に移 っ た経験があ る ｡ 家を建て るま で に は両親カミ何度

も話し合うの を見たり聞い たりして い るだろう｡ 本人 の希望

も聞かれたかもしれな い ｡ 2 - 3 年前に は友達の家が火災 に

遭う の を見た｡ 友達の家が燃えて なくな っ た こ とばM 児に と っ

て もか なり シ ョ ッ ク だ っ たよう であ る ｡ こ の よ うな経験が,

M 児 を建物に興味を持た せ る要因に な っ た と考えられる｡

どん な問題を追究する のかを決め る時点からす で に そ の子

らしさが表れ てくる ｡ ま た, 内容が生活と密接に つ なが っ て

い るため に , 他の 教科よりも強く子供の もの の見方や考え方,

性格や家庭環境などが反映され , 結果として子どもの学び の

姿 に現れ てく る. こ の よ うな意味で , 減災教育は教員が子供

をい ろ い ろな方向か ら眺め総合的にとらえ て初め七意義の あ

る学習に なると い える｡

7 - 3 学習 環境の整備

｢ 私たちと地震｣ の学習は, 自分, 自然 , 社会と い う広

い範囲の問題を含ん で い る . 問題が異なi , て い て も,.
一

人
一

人の問題意識が明確で あれば子供たちは意欲的に追究しそれ

を表現して い こ うとする｡ そ の願 いを達成で きるよう ,
つ ぎ

の ような視点か ら学習環境の整備が必要である ｡ 1) 子供 の

必要と しそうな資料, 2) 十分な学習時臥 3) コ
y
ン ピ ュ

ー

タや発表の仕方など の技能面か らの支援｡

こ れ とは別に , 教員 の専門的知識を高める ことも重要であ

る｡ 教員 に は専門家はど の知識は必要ないが, 災害が起きた

時, 正 し く判断し, 適切な行動が で きる こと , 子供が質問

したり困 っ たり した時, わ か りやすく解説がで きるぐらい の

知識が必要で ある｡

子供はそ れら全七を理解する必要はなく , 小学生なり の理

解で十分である｡ 本物を知る ことたよ っ て , 自分が学ん で い

る こ と の 必要性, 重要性を子供自身が認識できれば よ い ｡ そ

うすれば∴大人にな っ て死 ぬま で生きた知識とし て使 っ て行

けるで あろう

7 - 4 学び方を学ぷ過程における支援の在り方

学校における教員の役目は, もともと学ぼうとする意欲の

ある子供たち に , 学 びの受け皿 の土台を作らせ る ことだと考

えられる｡ そ れ は, 教材と の かかわらせ方や学習過程の組み

方, 他の人と の かかわらせ方 にお い て で あろう ｡ 子供 た ちは

教員が支援者である ことを求め て い る ｡ う まく で きた時は共

に喜び, 思 い通り にならな い時は共に悩み考える｡ 大人と子

供というより, 仲間に近い存在であ っ た りもする｡

けれ ども
,

一

度主体性を身に つ けた子供たち は , 教員 にす

ぐに答えを求める ことはな い ｡ 教員 に求める の は, 自分 のや

り方に つ い て の感想や解決の仕方に つ い て の ヒ ン ト, 自分 に

手 の届かない と ころ にある情報, 自分 で は準備できな い道具,

そ して活動の 時間や場の保障などで あ る ｡ こ れ ら は , 子供 た

ちが求め た時に可能な限り の支援をすれば満足する｡ た だ ,

子供た ちが必ずしも言葉に表し て求め てく ると は限らな い ｡

だか ら, い っ , 何 を求めて い るか , あ るい はそ の子供に と っ

て今何が必要かを適切に見極める のが教員で はないだろうか｡

も し, 適切 に見極めずに , 親切心 だけで解決に近づ けるた

め の何かを教えようとすると, か え っ て , 何 も言わな い で は

しいと断わ られる｡ た とえ答えが違 っ て い て もi 結果が思い

通り にならなく て も, まず自分でや っ て み なければ納得が い

かな いと言う ｡ ｢ ぽく は こうだ と思う｣ ,
｢ 私 は こ ん なや

り方で や っ て み たい｣
∴
子供たちめ表情は生き生きし, 言葉

に も行動に も自信が表れる｡ それ は, 自分が最高だとい う高

慢な現れ方で なく, 自分自身が主体に な っ て い ると い う自主

性の現われ で ある ｡ だか ら, 自分の思いや考えをし っ かりも っ

て い る
一

方で , 同じ考え方の友達 はもちろん , 全く反対の意

見や違 っ たやり方をして い る友達も互い に認め合 っ て い るの

で ある ｡

逆に , 子供が必要として い る時に教員が何も支援しなけれ

ば, 次第に子供は意欲を失うだ ろうし, 教員と の つ ながり も

疎遠に な っ て信頼関係自体が崩れて しまう であろう｡

教員は, 学ぼ うとす る子供の そ ば で同じ方向を見 つ め , 時

に は支えとなり . 痔に は教えながらともに歩ん で い く存在で

はな いだ ろうか ｡ 学 びの主体は子供であるなら, 教員が全て

の こ とを完望に知 っ た上 で教え込む必要はな い の で ある ｡ 子

供が成長する時, 教員も子供ととも に学ん で い ると考える ｡

7 - 5 ネ ッ トワ ー キ ン グ を支援する

地球の学習はスケ - ル が大き い ため に , 個人で調 べ 切れな

い こ とも出てくるだろう ｡ そ こ で グ ル ー プ で協力したり教え

合 っj = り しながら進めるよう に した い ｡
一

人 で調 べ切れな い

こ と に は, 友達との情報交換が必要で . 友達の意見を聞くこ
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阪神大震災と学校(4) 小学校における ｢ 総合的な学習 の 時間｣ で 行う減災教育

とに よ っ て認識も深まると思われる ｡ 子供たち の活動を持続

させ る原動力は, 教材の おもしろさだ けで なく, 友達から受

ける様々な刺激に ある ｡ 私 もああし てみた い , な る ほ どよさ

そうだと いう感覚が重要である ｡ 従 っ て , 自分の調 べ た こ と

や考えた ことを い か に他の人 に分か っ て も らえ る よう に伝え

るかと いう コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力の育成も欠か せ な い ｡

しか しなが ら, 子供たちは活動に没頭するあまり, 他の子

供の清動や 目に見えな い思 い に気 づかな い こ とが多い ｡ 教員

の役割は, 単 に グ ル
ー プ を作らせ るだけで なく, そ の よ うな

情報を他の子にも気づかせ子供同士の ネ ッ ト ワ
ー

キ ン グを支

援する こと に もある｡

7 - 6 評 価基準は
一 人 一 人 異なる

減災教育で は, 全員同じ到達目標は決めな い ｡ 子供が自分

の目標や問題を見 つ け. 自分なり に追究し, そ の子なりの高

まりがあればよ い ｡ だ か ら, 学 び方も学ん で得た ことも,

学ん だ こ とに対す る思 い も
-

人
-

人異な っ て い て よ い と考え

る｡ 全員が
一 定 の基準に到達するま で学ばせる の で なく , ち

の の 考え方や視野に広がりと深まりが生まれればよ い の で は

な い だろうか｡

地震の揺れ の原因を自分の受け る被害か ら考え て い た子供

が , 地球全体の動きと関連づ けて考えるよう に な っ た り, 被

害を受ける こと へ の恐怖感が強か っ た子供が, ボ ラ ン テ ィ ア

の こ とを考え, 他 の人の こ とを思 いやる こ との大切さ に気 づ

く ことが できるように な っ たりすれば, それ自体学ん だ意味

があ っ た と言える｡

本当の評価は, 減災教育の授業が終わ っ た後, すなわち義

務教育終了乱 さまざまな場面で行われる で あろう｡ 大人に

な っ て も役立 つ力が本当に身に つ い た かどうかは, 実際の生

活で試され る ｡
一

つ の 問題を納得の行くま で追究する こと の

楽しさを味わ っ た子供は, 別の学習で も粘り強く取り組もう

とする であろう｡ また , 自分 の考えを友達に伝える こと の大

切さを味わ っ た子供は, 意欲的に発言する など熱心に表現す

るよう にな るで あろう ｡ そ の ような姿勢が社会人にな っ て も

継続し て い れば, 減災教育は成功したと言える｡

8 小学校か ら始め る減災教育

減災教育の学習観に つ い て の議論で示された よ う に , 子供

たち に は減災教育の内容を こなす力量があり, さ らに様々 な

相互作用が成長を促す ことがわか っ た ｡ こ こ で は, 義務教育

および学校制度の 観点か ら, なぜ小学校か ら減災教育を開始

する ことが望まし い の か論じる｡

8 -1 子供たち のため の テ
ー マ

減災教育は , 小学校にお ける ｢ 総合的な学習の 時間｣ の

テ
ー マ と し て子供たちに適したも の で は な い だろうか｡ 梅 田

の 2 つ の実践は, 減災教育を小学校から開始することが, 千

供たちに と っ て も好ましい こ とを示して い る｡

萌在理科で は , 問題解決学習などの指導法を通して子供自

身が自分の予想を立て , 実験や観察を通して調 べ , 結論を出

すという過程を重視して いる｡ しか し, 学習問題に関し て は

必ずしも子供が自ら見 っ けLf= もの で なか っ た り. 教員が与え

たも の であ っ た りする ｡

自立 へ の基礎となりう る学習課題は , 子供自身が学習の 目

的を見出せ るもの で ある ｡ そ の目的とは, 観察や , 実験な

ど 一 つ 一 つ の学習活動に つ い て の目的で なく , 自分が何を求

め て い る から こ の学習をし て い る の かと い う こと で ある ｡

｢ 大地 の つ くり｣ の学習で は, 子供が学習の 目的を見出さな

いまま取り組む場合が多か っ た が, 減災教育 ｢ わたしたち の

地震｣ で は実際に命にかかわる内容であり ,
い っ た ん身に つ

ければ
一

生役立 っ 内容な の で ｢ 大地 の つ くりを調 べ よう｣ と

い う課題に比 べ て学びの必要性が高い ｡

例えば, 子供たちに と っ て は ｢ 水や岩石の ことを調 べ よう｣

と い う学習課題より ｢ もしも地震が起きたら｣ と い う.課題の

はうが身近で意欲的に取り組めるだろう ｡ 自然災害を素材と

した減災教育は科学の問題で あるだけ でなく, 生活 に密着 し

た要素をたくさん 含ん で おりt 社会の在り方や人間として の

生き方を問う テ
ー マ で もある ｡ 異休的な場面で は, 知識とし

て得た ことや基本的な考え方をもと に し て , 自分 の こ とを考

え
, 回りの状況を見ながら判断し行動に移す ｡ い っ か は自分

で そ の判断を下す場が来る. つ ま り地震が起こる可能性が あ

る の だと いう ことを知 っ て い れば, 子供たちは自分の こ とと

して真剣に学習に取り組まぎるを得な い だろう ｡

こ の よう に減災教育は, 子供たち に と っ て好ま しいだ け で

なく, 同時 に , 大人の立場か らすれば , 災害 でむ ぎむ ざ子

供がなくな っ たり. 恐怖に怯える ことを多少とも少なく で き

るとい う効果がある｡ 自然を正 しく知らな い こ とは, 不必要

な恐れを招き, 流言輩語を引き起こす もと になる ｡ あ る い は

逆 に , 認識不足は, 将来の不幸を考え たくな い と いう気持ち

が働い て , 災害を過小評価して しまう こと にな る ｡ 減災教育

で育 っ た新しい世代の彼らに , 社会を託 して もよ い と いう気

になり たい とい う の は望みす ぎだろうか ｡

8 - 2 全教科担任制の小学校から開始する

減災教育は義務教育の どの 段階で行えばよ い の か, 学校制

度の点から考えよう｡ 現行の義務教育に おける教科は, 減災

教育に必要な地球の シ ス テ ム や全体像を つ か ませるよう に は

な っ て い な い ｡ 例えば 6 年生 で あれば , 土 と石 , 堆積岩と

火山岩と いうよう に もの の特徴をとらえる こと に重点が置か

れ て い る ｡ そ こ で学 んだ知識は授業をした後しば らくは覚え

て い ても, 子供の関心が薄い こ とや知識が生活の中に生き て

こ な い こ とから, 中学校の理科の学習で地球に つ い て話題に

取り上げられるま で に は忘れ て しまう ことが多いだろう｡ 多

少記憶力の い い子供が得意に な っ て石や化石の名前を発表 し

ても, 学習 にそれ以上の深まりは望めな い の で ある｡

さ らに教育課程の問題もある. 地震災害に つ い て は, 中学

校 3 年生後半で行われる第 2 分野の ｢ 大地 の変化と地球｣ ま

で取り上げられる ことはな い ｡ ま た高校で地学を履修する学

生が少なく, 地球 の全体像を学習する機会は義務教育まで で
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ある ことを考え ると, 義務教育, 特 に小学校段階で地球の全

体像をとらえ て おく ことの必要性は高い ｡_

ま た内容からも全教科担任制である小学校か ら開始する の

が合理的である. 減災教育は, 理科的な知識だけ で なく ,

社会と の関わり に つ い て の知識や, そ れ らをまとめ表現して

いく国語的な力量を必要とし, また そ れ らを育て て い く こ と

を目標とする｡ 小学校は学級担任制で , 教員は子供と 一 日 か

かわる ことが で きるため, 学習 にお い て は教員が指導過程を

工夫すれば日常生活との つ ながりをもた せ , 子供を十分理解

し, そ れ に応じた教育がで きる｡
一

方 , 中学校は, 教科担

任制で教科の枠組みが強く, 教科の枠 に はまらずさま ざまな

視点から追究して いく減災教育は, 中学校で は行い にく い と

思われ る ｡

生活科と の連携も重要な要素で ある｡ 生活科は ｢生きる力｣

｢ 自己実現｣ などを念頭に誕生した教科であり , 減災教育の

ねら いと調和的で ある ｡ 従 っ て , 小学校 3 年生から開始され

る ｢総合的な学習の時間｣ に お い て減災教育が開始され る こ

とは
, 児童 に と っ て も自然なも の と考えられる｡

子供の発達段階からみて も, 小学校から減災教育を開始す

るのが適当である｡ 小学生は, 言語や数量関係の発達が著し

く
, 友達と の 関係か ら社会的な認知の発達も著しい ｡ 感受性

も豊かな時期で ある｡ 教員もク ラ ス担任制で , 子供をよく理

解しやすい し教科や学習内容の関連を図 っ て授業を実践で き

る ｡
一

方 , 中学校に な っ て か らで は既 に い ろ い ろな能力が発

達して しま っ て い るの で , 減災教育を開始する時期として は

適切で はな い と考える｡

8 - 3 減災教育は繰り返 し行う

減災教育は , 6 年間の あ る特定の学年で
一

度だけ学習する

の で は なく, ｢総合的な学習の 時間｣ を中心 に各学年に お

い て繰り返し学習し, 認識の積み重ねが行われるよう にした

方が効果的である ｡ 生活 に密着した将来に も関係するテ
ー マ

な の で , 知識を羅列的に覚え る の で は なく , 必要な知識を抽

出し, 組 み合わせ る能力を養うとと もに , 情意面を高め自分

の ｢生きる力｣ にするの が望ま し い ｡ 不幸 に
ノ

も災害に あ っ

て切迫した状況に なれば ,
な お さら身に つ い た力が必要とさ

れる の で ある｡

た と え同じ切り 口か ら学ん だとして も, 1 年生 のね らい と

6 年生 のね らい は 当然異な っ て く る ｡ 例えば低学年であれば

具体的な避難の仕方や自分の命を大切にする ことを考えれば

よい だろう ｡ 中学年で あれば, 自分の被害の ことから他の人

の気持ちを思 い やる こと, 災害 に備えようと いう気持ちが育

て ばよ い で あろう ｡ 高学年で は街づくり の ことや将来の自分

が社会に 出て どの よう に貢献して いくか夢を持 っ こ ともよ い

で あろう｡

8 -4 教員同士 の連携が子供の学びを深める

20 0 2 年 に実施される学習指導要領で は , ｢ 総合的な学習

の 時間｣ で どの ような内容の授業をするかと いう こと は各学

校, 各教員の裁量で あるとされて い る｡ どん な内容の題材を

教えるかと いう ことを, 学校や教員
一

人
一

人が決める こと に

な る ｡

しか しながら, ｢ 総合的な学習の 時間｣ とし て減災教育

を行うに は教員同士の縦横の つ ながりが大切で ある ｡ 授業を

行う教員が, 何の ために どの よう に滅災教育を行うの か, 描

災教育に はどん な効果があ る の かと いう ことを他の教員に伝

えて いきた い ｡ 子供 の発達段階や実態をふまえ , 各学年の連

携を図 っ たり, 同じ学年の他の ク ラ ス と の連携を図るために ,

教員同士の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が必要で ある ｡ ど の教員も,

減災教育の必要性を認めなければ, 授業 の効果は でな い ｡

ま た, 学校 の運営方針を決め, 学校運営の中枢となる管理

職の理解や考え方も重要で ある. そ れ は, 減災教育が街づく

り の ことを考え る内容を含み, 地域社会との連携が大切にな っ

て く るから で ある｡ 授業だけ でなく, 地域の 中で どの ような

学校で ある べきか, ど の よう に連携を図るかを考えて い か な

ければならな い であろう ｡ その 考えが授業に も反映される｡

一

方 , 各担任は , 子供や保護者を前に学校の方針を具体化

して いく ス タ ッ フ で ある｡ 子供の実態をとらえ ,
どの ような

授業で具体化して い く のかを
一

人
一

人 の教員が考えて いかな

ければならな い ｡ 担任か ら管三理職 へ の情報の フ ィ
ー

ド バ ッ ク

も重要である｡

こ の よう に考えると, 各教員に は, 学校 の運営方針をどの

よう に実践して い くかと いう判断力と行動力に加えて , 対子

供, 対保護者, 縦横の教員同士の つ ながりなどい ろ いろな場

面で の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン 能力が これまで以上に必要とされ

る ｡ つ ま り, こ れ から教員像 は, 減災教育で 育て て い こ う

とする子供像と重な っ てくる｡
一

人
一

人の教員の判断力と行

動力, お よび コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力が授業に反映される の

で はな いだろうか ｡ だか ら子供の学び は , 教員
一

人
一

人 の資

質と教員相互の連携が決め ると い っ て も よ い ｡ _

9 おわりに

減災教育は, 子供たちが安心して幸せ に生きて いくため に

行う ｡ たと え大きな災害が起きて も被害を最小限に食い止め

なければい けな い ｡ 物や街など -
-

ドの 面 で も心 の問題や ボ

ラ ン テ ィ ア など ソ フ ト の面で もいえる こと である｡ そ れ は学

ん で い る現在も, 将来大人に な っ て か らも同じで ある｡ 減災

教育で学んだ こと は , い っ 起きるかもしれな い災害時に役立

つ だけで はない ｡ 災害時に備え て 日 々を生きると いう考え方

生き方, 問題を発見 したり解決する仕方, 友達と の コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン の 仕方, な どに かかわる｡ そ して将来に わた っ て

街づくり意識や社会の中に おける自分の果たす役割を考えて

いく こと に なる｡ 減災教育をして からは確実に子供の も の ご

と に取り組む姿勢が積極的に な っ た｡ 減災教育は人間教育に

直結す るものと確信して いる ｡
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